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　南あわじ子ども伝統芸能発表会が3月１３日、三

原公民館大ホールで行われ、１０団体が地域で受

け継がれている和太鼓和太鼓やだんじり唄、唄、踊り、獅子獅子

舞などを披露し観客を魅了しました。 

（写真）沼島子供太鼓保存会 

　南あわじ子ども伝統芸能発表会が3月１３日、三

原公民館大ホールで行われ、１０団体が地域で受

け継がれている和太鼓やだんじり唄、踊り、獅子

舞などを披露し観客を魅了しました。 

（写真）沼島子供太鼓保存会 
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▼バス通学の登校練習をする新1年生 

辰
美
小
学
校
が
開
校

　
津
井
、
丸
山
、
阿
那
賀
、
伊
加
利
小
学
校
を
統
合
し
た
辰
美
小
学

校
が
い
よ
い
よ
開
校
し
ま
す
。 

　
四
月
七
日
に
は
始
業
式
が
、
四
月
八
日
に
は
入
学
式
が
新
し
い
体

育
館
で
行
わ
れ
、
全
校
生
百
六
十
六
名
が
辰
美
小
学
校
の
門
を
く
ぐ

り
始
め
ま
す
。 

　
統
合
さ
れ
る
四
校
の
小
学
校
を

卒
業
す
る
六
年
生
四
十
一
名
が
、

開
校
す
る
辰
美
小
学
校
に
通
う
子

ら
に
地
区
の
特
色
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
三
月
十
五
日
、
う
ず
潮

や
温
泉
、
魚
彩
館
な
ど
地
区
の
自

慢
で
き
る
も
の
を
描
い
た
瓦
を
、

通
学
路
沿
い
の
花
壇
に
飾
り
付
け

を
し
ま
し
た
。 

　
花
壇
は
辰
美
小
学
校
向
い
の
西

淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
沿
い
に
あ
り
、
津

井
地
区
の
花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
あ

じ
さ
い
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手

づ
く
り
で
四
季
の
花
が
咲
い
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
日
、
六
年
生
は
新
し
い
学

校
を
目
の
前
に
在
校
生
へ
の
思
い

を
込
め
た
絵
瓦
と
、
卒
業
記
念
に

制
作
し
た
自
分
の
手
形
瓦
を
、
菜

の
花
が
咲
い
た
花
壇
に
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
飾
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
阿
那
賀
小
学
校
六
年
の
大
川
恵

実
さ
ん
は
「
在
校
生
に
見
て
も
ら

い
、
地
元
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 
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辰美小学校が開校 

辰美小学校住所：南あわじ市津井2285番地4 
電　話：0799－37－3211　ＦＡＸ：0799－37－3212

  

　
津
井
に
開
校
し
た
辰
美
小
学
校 

は
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

し
た
高
台
に
あ
り
、
二
階
建
て
の

校
舎
で
す
。 

　
校
舎
棟
に
は
教
室
・
図
書
室
・

音
楽
室
な
ど
が
あ
り
、
渡
り
廊
下

で
連
結
し
て
い
る
管
理
棟
に
は
職

員
室
や
多
目
的
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
に
並

び
屋
内
運
動
場
と
プ
ー
ル
も
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

　
小
学
校
か
ら
遠
い
丸
山
、
阿
那

賀
、
伊
加
利
地
区
の
児
童
は
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
こ
と
に
な

り
、
三
月
十
五
日
と
十
八
日
に
は

バ
ス
通
学
の
登
校
練
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
バ
ス
は
五
台
が
用
意
さ

れ
、
午
前
七
時
四
十
分
か
ら
各
地

区
の
指
定
さ
れ
た
停
留
所
を
巡
り
、

午
前
八
時
十
分
に
学
校
へ
到
着
し

ま
す
。 

　
練
習
初
日
は
バ
ス
通
学
を
す
る

児
童
ら
約
百
人
が
ス
ム
ー
ズ
に
分

乗
し
、
予
定
時
刻
通
り
学
校
に
到

着
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
十
五

日
は
校
舎
内
の
見
学
会
も
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
、
四
校
の
児
童
と
新
一

年
生
の
計
約
二
百
人
が
先
生
と
と

も
に
、
新
校
舎
の
良
さ
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。 

辰
美
小
学
校
の
概
要

卒
業
生
か
ら
の
贈
り
物

　
四
小
学
校
統
合
へ
の
機
運
が
高

ま
っ
た
一
つ
と
し
て
少
子
化
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
阿
那
賀
・
伊
加
利

小
学
校
で
は
複
式
学
級
に
よ
る
授

業
が
行
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
他
校

に
お
い
て
も
児
童
数
の
減
少
が
著

し
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
に
建
て

ら
れ
た
津
井
小
学
校
の
老
朽
化
が

進
み
、
建
て
替
え
が
急
が
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
四
校
の
統
合
が

浮
上
い
た
し
ま
し
た
。 

　
平
成
十
四
年
九
月
に
は
四
校
区

の
区
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
識
経
験
者
、

四
小
学
校
長
で
構
成
さ
れ
る
辰
美

小
学
校
建
設
委
員
会
が
置
か
れ
、

住
民
と
学
校
の
意
見
・
要
望
を
合

わ
せ
た
学
校
建
設
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。 

統
合
へ
の
経
緯

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学

　辰美小学校からの景色がすごく良くて気
持ちよかったです。 
　４月からはクラスメイトも増えるので楽
しみです。きれいな教室と体育館、広いグ
ラウンドで勉強と運動を頑張りたい。 

津井小学校5年 

▼プールと体育館 

▼新しい学校に感動する児童たち 

▼
絵
瓦
を
飾
る
六
年
生 

平成17年３月末に歴史を閉じる４校

▼職員室となる部屋を見学する児童 

▼完成間近の辰美小学校校舎棟（左）と管理棟 

●管理棟　582㎡　 

●校舎棟　1,871㎡ 

●屋内運動場999㎡（バレーボールコート2面） 

●プール　370㎡（25ｍ6コース） 

●グラウンド　約10,000㎡ 

●児童数（3月見込み）166名 

原田　京典君 
きょう すけ 

▲丸山小学校丸山小学校（阿那賀小学校丸山分校阿那賀小学校丸山分校を廃止廃止し昭
　和38年10月に創立され、平成5年10月現在地現在地に
　移転　移転） 

▲丸山小学校（阿那賀小学校丸山分校を廃止し昭
　和38年10月に創立され、平成5年10月現在地に
　移転） 

▲津井小学校津井小学校（明治明治7年9月に隆泉寺隆泉寺で創立創立し、明
　治　治37年2月に現在地現在地へ移転移転） 
▲津井小学校（明治7年9月に隆泉寺で創立し、明
　治37年2月に現在地へ移転） 

▲阿那賀小学校阿那賀小学校（明治明治7年7月に春日寺で阿那賀校阿那賀校
　が創立創立され、昭和昭和22年4月阿那賀小学校阿那賀小学校に改称改称） 
▲阿那賀小学校（明治7年7月に春日寺で阿那賀校
　が創立され、昭和22年4月阿那賀小学校に改称） 

▲伊加利小学校伊加利小学校（明治7年7月に西山校として創立、
　昭和　昭和22年4月に伊加利小学校伊加利小学校に改称改称） 
▲伊加利小学校（明治7年7月に西山校として創立、
　昭和22年4月に伊加利小学校に改称） 



　
二
月
に
起
き
た
大
阪
府
寝
屋
川

市
小
学
校
の
教
職
員
殺
傷
事
件
な

ど
を
受
け
、
学
校
の
危
機
管
理
意

識
を
高
め
よ
う
と
、
南
あ
わ
じ
警

察
署
が
二
月
二
十
四
日
に
「
安
全

対
策
研
修
会
」
を
開
催
。
市
内
の

幼
稚
園
と
保
育
所
、
小
中
高
校
の

教
師
ら
約
六
十
人
が
参
加
し
、
不

審
者
撃
退
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
今
富
良
助

署
長
が
「
安
全
で
安
心
し
て
遊
べ
、

学
べ
る
環
境
に
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
児
童
の
避
難
誘
導
訓
練
や

施
設
管
理
の
徹
底
、
自
主
警
戒
の

強
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
不
審
者
へ
の
対
応
や

護
身
術
の
実
技
訓
練
が
行
わ
れ
、

教
師
ら
は
「
さ
す
ま
た
」
の
使
い

方
や
、
机
や
イ
ス
を
用
い
た
防
御

法
な
ど
を
練
習
し
ま
し
た
。 

　
研
修
に
参
加
し
た
教
師
ら
は
「
日

頃
か
ら
校
内
外
の
警
戒
を
高
め
、

訓
練
も
繰
り
返
し
行
わ
な
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
月
十
一
日
に
誕
生
し
た
南
あ

わ
じ
市
消
防
団
（
七
十
八
分
団
、

団
員
総
数
二
千
二
百
二
十
六
人
）

は
、
旧
町
意
識
を
越
え
て
、
強
固

な
団
結
と
よ
り
一
層
の
士
気
高
揚

を
図
り
、
消
防
体
制
の
万
全
を
期

す
る
こ
と
を
目
的
に
『
結
団
式
』

を
三
月
二
十
日
、
三
原
健
康
広
場

で
行
い
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
団
員
約
千
五
十
人
と

消
防
車
四
十
二
台
が
堂
々
と
行
進

し
た
後
、
新
し
い
団
旗
が
中
田
市

長
か
ら
泰
地
昭
男
団
長
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

　
団
長
は
「
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
東
南
海
地
震
な
ど
の
災

害
時
に
お
い
て
、
地
元
の
人
た
ち

の
顔
を
知
っ
て
い
る
消
防
団
へ
、

地
域
の
人
た
ち
が
寄
せ
る
期
待
は

大
き
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
団
員
が
一
致
団
結
し

て
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
回
し
、

八
本
の
ホ
ー
ス
か
ら
勢
い
よ
く
水

を
放
ち
ま
し
た
。 
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市政ひろば 

▼
新
し
い
団
旗
の
も
と
、団
員
千
五
十
人
が 

　
集
い
ま
し
た

▼
さ
す
ま
た
の
使
い
方
を
学
ぶ
教
師
ら 

南
あ
わ
じ
署
が
教
師
ら
に
指
導 

子
ど
も
を
不
審
者 

か
ら
守
る
技 

　
旧
四
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
合
併
し
、
南
あ
わ
じ
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
新
た
に
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
同
連
合
会
に
は
、

二
百
三
の
単
位
ク
ラ
ブ
に
一
万
二

千
百
五
十
九
人
が
所
属
し
ま
す
。 

　
二
月
二
十
五
日
、
三
原
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
、
「
発
会
式
」
が
行

わ
れ
、
同
会
幹
部
ら
約
四
百
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
、
入
谷

博
文
会
長
が
「
地
域
づ
く
り
に
高

齢
者
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。
女

性
も
積
極
的
に
組
織
や
活
動
に
参

画
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
、

五
色
県
民
健
康
村
道
場
長
の
笹
田

信
五
さ
ん
が
健
康
医
学
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
舞
踊
な

ど
の
芸
能
発
表
も
行
わ
れ
、
式
典

に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

▼
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
連
合
会
幹
部
ら 

高
齢
者
に
よ
る
一
層
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て 

南
あ
わ
じ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
発
会
式 

地
域
密
着
の
防
災
組
織
を
目
指
し
て 

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
結
団
式 

４
月
か
月
か
ら 

特
別
障
害
給
付
金
制
度

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す 

４
月
か
ら 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す 

  高齢になっても自分らしく暮らしたい。誰もがそんな思い
を持っています。老後の不安を「安心」に変えるのが介護
保険制度です。社会全体で高齢者の介護を支える仕組みです。 
 
 
　介護保険は、必要な費用を皆様方の保険料と国・県・市
町の負担金でまかないます。今後高齢者や介護が必要な方
の増加により、介護サービス費用の増加が見込まれます。 
　安心して各種の介護サービスが受けられるように、65歳
以上の方の保険料は、各市町で３年毎に見直されることに
なっています。南あわじ市では合併により平成15年度に各
町で算定された保険料を見直し、平成17年度の保険料を決
定しました。前年中の所得や住民税の課税状況により段階
が決定され賦課されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　  納期は年６回（４・６・８・10・12・２月） 
●特別徴収（年金からの差し引き） 
○老齢・退職年金が年額18万円（月額1万5千円）以上の方 
　※偶数月に支払われる年金からあらかじめ差し引かれます。
　　老齢福祉年金、障害年金、遺族年金等からは差し引か
　　れません。 
●普通徴収（納付書・口座振替による納付） 
○老齢・退職年金が年額18万円（月額1万5千円）未満の方 
○老齢福祉年金、障害年金、遺族年金等の年金を受給され
　ている方 
○年度の途中で65歳になられた方や南あわじ市に住所を移
　された方 
　※納付書は各納期前に郵送しますので金融機関または総
　　合窓口センターで納付してください。 
　　口座振替の方へは各納期前に保険料額をお知らせしま
　　すので指定口座の残高をご確認ください。お支払いは、
　　納め忘れのない口座振替が便利です。 
▽問い合わせ　保険課介護保険係　☎44－3003

介護保険料の決め方 

介護保険料一覧 

支払い方法 

　高速バス榎列停留所の駐車場が22台分新たに増
設され、駐車可能台数が、普通車72台・軽自動車
23台になりました。 
　この駐車場は、高速バス利用者のために設置し
ていますので、利用者以外の駐車や長期間の駐車
はご遠慮ください。またゴミ等の放置をしないよう、
善良な使用をお願いします。 

高速バス榎列停留所の駐車場増設
▼新たに22台分増設された高速バス榎列停留所の駐車場 

65歳以上の方の介護保険料が決まりました 市  

政  

ひ  

ろ  

ば

　
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し
て
、
特
別

障
害
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。 

４ 
広報 

▽
対
象
者
　 

　
①
平
成
三
年
三
月
以
前
に
国
民 

　
　
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ 

　
　
た
学
生 

　
②
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に

　
　
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

　
　
あ
っ
た
被
用
者
等
（
厚
生
年

　
　
金
・
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）

　
　
の
配
偶
者 

　
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、

当
時
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
初
診
日

（
障
害
の
原
因
と
な
る
傷
病
に
つ

い
て
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
一
級
・
二
級
相
当
の
障
害

に
該
当
す
る
方 

 

▽
支
給
額 

　
・
障
害
基
礎
年
金
一
級
に
該
当 

　
　
す
る
方 : 

月
額
五
万
円 

　
・
障
害
基
礎
年
金
二
級
に
該
当 

す
る
方 : 

月
額
四
万
円 

　
支
給
額
は
、
毎
年
度
物
価
の
変

動
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。 

　
所
得
や
年
金
受
給
等
の
状
況
に

よ
り
支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

 

▽
請
求
の
窓
口
等 

　
請
求
の
窓
口
は
、
各
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
四
月
一
日
か
ら
受
付

を
開
始
し
ま
す
。 

　
障
害
認
定
等
の
審
査
、
支
給
事

務
は
、
社
会
保
険
事
務
局
（
社
会

保
険
庁
）
で
行
い
ま
す
。 

 

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
明
石
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４

９
１
６
）
、
ま
た
は
兵
庫
社
会
保

険
事
務
局
（
☎
０
７
８
・
２
９
１
・

５
２
０
１
）
ま
で 

生活保護受給者、住民税非課税 
世帯で本人老齢福祉年金受給者 

住民税課税世帯であるが本人は 
住民税非課税 

本人が住民税課税で合計所得金 
額が200万円未満 

本人が住民税課税で合計所得金 
額が200万円以上 

世帯全員が住民税非課税 

第1段階 

段　階 対　象　者 計算方法 保険料（年額） 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

基準額×０.５ 

基準額×０.７５ 

基準額 

基準額×１.２５ 

基準額×１．５ 

１８,６００円 

２７,９００円 

３７,２００円 

４６,５００円 

５５,８００円 

※「合計所得金額」とは実際の収入から必要経費相当額を差し引いた額です。皆さ
　ん一人ひとりの保険料は、4月（仮算定）と7月（本算定）にお知らせします。 



　
三
月
九
日
か
ら
三
十
日
に
開
催

さ
れ
た
第
二
回
南
あ
わ
じ
市
議
会

定
例
会
で
次
の
方
々
の
選
任
に
同

意
が
あ
り
ま
し
た
（
三
月
二
十
三

日
現
在
）
。 

　
敬
称
略
、
〔
　
〕 

は
任
期
。 

助
　
役 

　
川
野
　
四
朗 

       

・
生
年
月
日 

　
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
二
日 

・
経
歴 

　
旧
南
淡
町
職
員
、
旧
南
淡
町
教

　
育
長
（
平
成
六
年
四
月
〜
十
四

　
年
三
月
・
二
期
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
九
日
〜
二

　
十
一
年
三
月
八
日
〕 

 

教
育
委
員
会
委
員 

　
山
本
　
裕
之
（
広
田
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
〜
二
十
年
三
月
三
十
日
〕 

　
曽
根
　
繁
樹
（
湊
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
〜
二
十
一
年
三
月
三
十
日
〕 

　
塚
本
　
圭
右
（
八
木
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
〜
十
九
年
三
月
三
十
日
〕 

　
安
田
　
啓
一
（
北
阿
万
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
〜
十
八
年
三
月
三
十
日
〕 

　
森
　
　
武
美
（
福
良
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　
〜
二
十
一
年
三
月
三
十
日
〕 

 

監
査
委
員 

　
仲
田
　
武
明
（
市
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日

　
〜
二
十
一
年
三
月
二
十
二
日
〕 

　
菅
　
　
歳
美
（
湊
） 

　
〔
平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日

　
〜
十
七
年
十
一
月
十
日
〕 

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員 

　
里
深
　
亘
（
榎
列
） 

　
奥
田
　
功
（
広
田
） 

　
辻
　
　
明
（
湊
） 

　
津
村
　
稔
（
福
良
） 

　
〔
平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜
二

　
十
年
三
月
三
十
一
日
〕 

　
平
成
十
七
年
度
か
ら
各
税
の
旧
町
の
納
付
期
限
と
回
数
が
統
一
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
納
税
は
振
替
納
税
が
便
利
で
す
。
詳
し
く
は
各
金
融
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
各
税
納
付
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２
ま
で
。 

【
旧
西
淡
町
の
納
税
貯
蓄
組
合
の
み
な
さ
ん
へ
】 

　
平
成
十
七
年
三
月
末
を
も
っ
て
振
替
納
税
組
合
制
度
が
な
く
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
の
税
を
右
表
の
と
お
り
、
各
納
期
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
現
在
、
振
替
納
税
組
合
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
申
し
出
の

な
い
場
合
は
今
の
口
座
を
引
き
続
き
利
用
し
ま
す
。 

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
感
受
性
豊
か
な

中
高
生
等
を
対
象
に
海
外
派
遣
事

業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
派
遣
先
は
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ

イ
オ
州
セ
ラ
イ
ナ
市
（
姉
妹
都
市

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
コ
ー
ス
）
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
州
ケ
ア
ン
ズ
市
（
海
外
英
語
研

修
コ
ー
ス
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
十
三

日
間
の
日
程
で
す
。 

　
滞
在
日
程
や
応
募
方
法
等
詳
し

い
こ
と
は
、
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
備
え
付
け
の
募
集
チ
ラ
シ
（
申

込
書
付
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　 

　
南
あ
わ
じ
市
海
外
学
生
等
派
遣

団
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
・
防
災

課
内
）
☎
50
・
３
０
３
５ 

２００５.４.１発行 ６ ７ 

市政ひろば 

広報 

　
中
田
勝
久
市
長
は
、
平
成
十
七

年
度
暫
定
予
算
案
を
三
月
九
日
の

「
第
二
回
南
あ
わ
じ
市
議
会
定
例

会
」
に
提
案
し
ま
し
た
。
一
般
会

計
五
十
四
億
千
五
百
万
円
と
二
十

の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
百

五
億
二
千
五
百
六
十
九
万
七
千
円

の
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。 

　
暫
定
予
算
は
四
月
か
ら
六
月
ま

で
の
三
か
月
分
の
必
要
経
費
が
対

象
。
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
三
か

月
間
に
収
入
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
市
税
二
十
億
七
千
八
百
八
十

七
万
八
千
円
や
、
地
方
交
付
税
二

十
九
億
円
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
で
は
人
件
費
や
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
と
経

常
的
事
業
、
施
設
運
営
管
理
の
経

費
が
中
心
で
、
投
資
的
事
業
・
政

策
的
経
費
は
原
則
計
上
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
昨
年
の
台
風

被
害
の
早
期
復
旧
に
向
け
て
災
害

復
旧
費
七
千
二
万
三
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
特
別
会
計
暫
定
予
算
で

は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
訪
問
看
護
事
業
特
別

会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

事
業
特
別
会
計
、
慶
野
松
原
海
水

浴
場
特
別
会
計
、
土
地
開
発
事
業

特
別
会
計
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
事
業
特
別
会
計
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
特
別
会
計
、
公
共
用
地

先
行
取
得
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
、
農
業
共
済
事
業
会
計
、
国

民
宿
舎
事
業
会
計
、
広
田
財
産
区

管
理
会
特
別
会
計
、
福
良
財
産
区

管
理
会
特
別
会
計
、
北
阿
万
財
産

区
管
理
会
特
別
会
計
、
沼
島
財
産

区
管
理
会
特
別
会
計
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
予
算
編
成
し
、
歳
出
総
額

五
十
一
億
千
六
十
九
万
七
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

平成17年度一般会計暫定予算（案） 

※4月～6月の3か月分 

【歳入】 

【歳出】 

１.議会費 

２.総務費 

３.民生費 

４.衛生費 

５.労働費 

６.農林水産業費 

７.商工費 

８.土木費 

９.消防費 

１０.教育費 

１１.災害復旧費 

１２.公債費 

１４.予備費 

106,383 

885,857 

1,392,866 

674,147 

1,030 

296,375 

99,790 

443,642 

365,242 

747,632 

70,023 

312,013 

20,000 

5,415,000

１.市税 

２.地方譲与税 

８.地方特例交付金 

９.地方交付税 

１１.分担金及び負担金 

１２.使用料及び手数料 

１７.繰入金 

１８.繰越金 

１９.諸収入 

2,078,878 

106,601 

82,045 

2,900,000 

1,944 

182,961 

6,071 

50,000 

6,500 

5,415,000

項　目 予算額（千円） 

予算額（千円） 

合　計 

合　計 

項　目 

▼定例議会で予算提案 

一
般
会
計
は

５
４
億
１
５
０
０
万
円

本
予
算
案
は
６
月
に
編
成

平
成
17
年
度
暫
定
予
算
︵
４
〜
６
月
︶

各
税
の
納
付
期
限
と
回
数
が
変
わ
り
ま
す

助
役
・
教
育
委
員
等
が

　
　
　
選
任
さ
れ
ま
し
た

平
成
１７
年
度 

第
１
回
南
あ
わ
じ
市
海
外
学
生
等
派
遣
団
団
員
募
集
 

〜
姉
妹
都
市
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
海
外
英
語
研
修
コ
ー
ス
〜 

期間：平成17年4月6日（水）～4月15日（金） 

運動重点（1）交差点における安全確認の励行 

　　　　（2）シートベルトとチヤイルドシートの正 

　　　　　　しい着用の徹底 

　　　　（3）二輪車の安全利用の推進 

平成１７年度 春の全国交通安全運動 

▽職種　養護老人ホーム介護職員 

▽採用予定人員　３名 

▽受験資格　①（年齢要件）昭和52年４月２日から昭和62年４

　　　　　　　月１日までに生まれた方。 

　　　　　　②（免許資格）普通自動車以上の運転免許証および

　　　　　　　ヘルパー２級以上の資格を有する高等学校卒業以

　　　　　　　上の方。 

　　　　　　③（住所要件）南あわじ市に住所を有する方、また

　　　　　　　は南あわじ市出身の方。 

▽受付期間　４月１日～４月22日（必着） 

　※土日を除く、午前９時～午後５時 

▽一次試験日時　５月15日（日）午前９時開始 

▽一次試験会場　南淡公民館202号室（南あわじ市福良甲512） 

▽試験内容　①一次試験：労務適性検査および作文試験 

　　　　　　②二次試験：面接および身体検査（二次試験の日程

　　　　　　　等は、一次試験合格者に後日通知します） 

▽採用予定日　平成１７年７月１日以降 

▽申込み　申込用紙は、南あわじ市の各総合窓口（中央庁舎は総

　務課）で交付しますが、受験申込みと受験票の交付は、中央庁

　舎の総務課のみで行います。 

▽問い合わせ　総務課職員係　☎43－5001 

　郵送による申込用紙請求先、受験申込先は、〒656-0472　南

　あわじ市市善光寺18－27　南あわじ市（中央庁舎）総務部総

　務課 

南あわじ市養護老人ホームの介護職員募集

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

５月２日

５月３１日

６月３０日

８月１日

８月３１日

９月３０日

１０月３１日

１１月３０日

１２月２６日

１月３１日

２月２８日

国民健康保険税 ……………1期 

……………………1期 

…………………2期 

…………………3期 

…………………4期 

……………4期 

……………………4期 

……………5期 国民健康保険税 

国民健康保険税 

市県民税 

市県民税 

固定資産税 

固定資産税 

固定資産税 

軽自動車税 
固定資産税 

……………………………全期 
…………………………… 1期 

………………………2期 
………………………………2期 

………………………3期 
………………………………3期 

国民健康保険税 
市県民税 

国民健康保険税 
市県民税 

税　　　　目 納付期限

南あわじ市交通対策協議会 

ろ
う 

け
い
す
け 

た
け
あ
き 

た
け
し 

い
さ
お 

あ
き
ら 

み
の
る 

け
い
い
ち 

た
け 

み 

と
し 

み 

ひ
ろ 

し 

し
げ 

き 

し 



南あわじ市役所 
総合窓口センター 
　緑　庁舎☎44-3001 
　西淡庁舎☎37-3011 
　三原庁舎☎43-5021 
　南淡庁舎☎50-3031 
 
【中央庁舎】 
総務部 
　総務課☎43-5001 
　秘書広報室☎43-5002 
　情報課☎43-5003 
　さんさんネット☎43-2345 
選挙管理委員会事務局☎43-5004 
議会事務局☎43-5005 
【緑庁舎】 
健康福祉部 
　福祉課☎44-3002 
　保険課☎44-3003 
　健康課☎44-3004 
【西淡庁舎】 
産業振興部 
　商工観光課☎37-3012 
　水産振興課☎37-3013 
都市整備部 
　管理課☎37-3014 
　建設課☎37-3015 
　都市計画課☎37-3016 
教育委員会（教育部） 
　教育総務課☎37-3017 
　学校教育課☎37-3018 
　人権教育課☎37-3019 
　生涯学習文化振興課☎37-3020 
【三原庁舎】 
市民生活部 
　税務課☎43-5022 
　市民課☎43-5023 
　生活環境課☎43-5024 
農林振興部 
　農林振興課☎43-5025 
　農地整備課☎43-5026 
　地籍調査課☎43-5027 
　農業共済課☎42-6210 
農業委員会事務局☎43-5029 
【南淡庁舎】 
企画部 
　企画調整課☎50-3032 
　財政課☎50-3033 
　管財課☎50-3034 
　まちづくり・防災課☎50-3035 
　国体推進室☎50-3036 
上下水道部 
　企業経営課☎50-3037 
　水道課☎50-3038 
　下水道課☎50-3039 
会計課☎50-3040

お知
らせ

お知らせ 

広報 

８ ９ ２００５.４.１発行 

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

                 

　
地
域
全
体
で
犯
罪
被
害
者
を
支

え
よ
う
と
、
三
月
八
日
行
政
機
関
、

民
間
団
体
、
警
察
外
郭
団
体
な
ど

の
代
表
二
十
三
人
が
南
あ
わ
じ
警

察
署
に
集
ま
り
、
南
あ
わ
じ
被
害

者
支
援
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
ま

し
た
。 

　
犯
罪
に
遭
わ
れ
た
方
は
、
直
接

的
な
被
害
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家

族
、
遺
族
も
含
め
て
精
神
的
、
社

会
的
、
経
済
的
な
被
害
を
受
け
、

将
来
を
も
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
よ

う
な
困
難
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

　
同
協
議
会
で
は
、
構
成
団
体
間

で
相
互
に
協
力
し
緊
密
な
連
携
を

と
り
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
活
動
を
効
果

的
に
展
開
し
ま
す
。 

              

　
社
団
法
人
淡
路
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
政
合
併
に
伴

い
三
法
人
に
分
か
れ
、
南
あ
わ
じ

市
に
は
「
南
あ
わ
じ
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
三
月
十
六
日
、
榎
列
公
民

館
で
行
わ
れ
た
設
立
総
会
で
は
、

川
上
昇
理
事
長
か
ら
「
高
齢
者
が

働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
生
き
が
い

の
充
実
を
は
か
り
、
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
設
立
時
の
会
員
数
は
、
四
百
六

十
一
名
で
す
。 

              

　
国
際
交
流
を
通
じ
て
、
人
の
輪

を
広
げ
、
国
際
化
社
会
へ
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
南
あ
わ
じ
市
国

際
交
流
協
会
（
清
水
昭
男
会
長
）

の
設
立
総
会
が
三
月
十
九
日
、
三

原
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
協
会
で
は
、
姉
妹
都
市
セ
ラ

イ
ナ
市
（
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ

州
）
訪
問
団
交
流
お
よ
び
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
受
入
や
外
国
文
化
芸
術
招

聘
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
員
も
募
集
し
て
お
り
、

会
員
に
な
れ
ば
語
学
講
座
受
講
料

等
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
入

会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

同
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
・
防
災

課
内
）
℡
50
・
３
０
３
５
ま
で
。 

市
内
の
各
種
団
体
等
が
誕
生 

犯
罪
被
害
者
を
地
域
で
支
援 

南
あ
わ
じ
犯
罪
被
害
者
支
援
連 

絡
協
議
会
発
足
会 

南
あ
わ
じ
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
設
立
総
会 

　
県
道
阿
万
バ
イ
パ
ス
工
事
に
先

立
っ
て
、
賀
集
鍛
治
屋
で
神
子
曽

遺
跡
と
才
角
遺
跡
・
石
田
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
神
子
曽
遺

跡
で
は
、
弥
生
時
代
中
頃
（
約
二

千
二
百
年
前
）
の
周
溝
墓
と
呼
ば

れ
る
島
内
で
は
め
ず
ら
し
い
墓
跡

が
二
十
基
近
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
五
日
、
現
地
説
明
会
が
行

わ
れ
、
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
二
百
五

十
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
参
加

者
は
「
淳
仁
天
皇
陵
も
近
く
に
あ

り
、
古
代
の
香
り
を
か
ぐ
こ
と
が

で
き
た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。 

　
発
掘
調
査
に
あ
た
っ
た
県
教
育

委
員
会
埋
蔵
文
化
調
査
事
務
所
で

は
「
こ
の
発
掘
に
よ
り
、
三
原
平

野
の
大
日
川
上
流
で
中
心
と
な
る

村
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が

わ
か
っ
た
」
と
解
説
し
ま
し
た
。 

島
内
で
は
め
ず
ら
し
い
周
溝
墓（
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
）を
発
見 

賀
集
鍛
治
屋
、
神
子
曽
遺
跡
で 

南
あ
わ
じ
市 

国
際
交
流
協
会
設
立
総
会 

▲調査員から「周溝墓」についての話を聞く考古学ファンら 

平成１７年度狂犬病予防注射 
犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程により実施します。飼い主の方は、この機会に必
ず受けさせてください。※対象は、生後91日以上です。 

狂犬病予防注射日程 

問い合わせ 
担 当 獣 医  

● 
● 

／ 
／ 
生活環境課（43-5024） 
いけだ動物病院（42-1505）印部家畜医院（54-0030）岡田動物病院（42-3051） 
かわさき動物病院（42-1158）たかた動物病院（42-0654）水島家畜医院（36-2254） 

9：30～10：00 
10：15～10：45 
11：00～11：40 
12：40～13：20 
13：35～14：05 
9：30～10：00 
10：15～10：45 
11：00～11：20 
11：35～11：50 
12：50～13：20 
13：30～13：45 
14：00～14：20 
9：30～10：10 
10：25～10：50 
11：00～11：30 
12：30～13：10 
13：25～13：55 
14：10～14：40 
9：30～10：00 
10：15～11：00 
11：15～11：45 
12：15～12：40

江尻公会堂 
北方公会堂 
日光寺前 
慶野コミュニティプラザ 
古津路公会堂 
脇田公会堂 
志知川コミュニティプラザ 
西路神社前 
志知志知屯所前 
志知小前公民館 
志知口集乳所横 
志知奥公会堂 
中津浦コミュニティプラザ 
JA津井支所前 
旧西本村公会堂 
丸山漁協前 
阿那賀漁協前 
JA伊加利支所前 
湊里、川上理市宅前 
JA湊購買部前 
湊西集会所前 
旧湊郵便局前 

 
 

4月4日（月） 
 
 
 
 
 

4月5日（火） 
 
 
 
 
 

4月6日（水） 
 
 
 
 

4月7日（木） 

実施日 注射時間 注　射　場　所 

西淡地区 

9：30～10：20 
10：30～11：50 
13：00～13：50 
14：00～15：00 
9：30～10：20 
10：30～11：10 
11：20～12：00 
13：10～13：50 
14：00～15：20 
9：30～10：00 
10：10～10：40 
10：50～12：00 
13：10～13：40 
13：50～14：30 
9：30～10：30 
10：50～11：50 
13：00～14：00 
14：20～15：00 
9：30～10：00 
10：10～10：40 
10：50～12：00 
13：10～13：50 
14：30～14：40 
14：50～15：20

大榎列公会堂 
小榎列公会堂 
徳長公会堂 
市公会堂 
福永公会堂 
福永若宮神社 
国衙旧国道四つ辻 
神代八幡神社 
神代地区公民館 
上中原公会堂 
社家公会堂 
寺内公会堂 
志知消防屯所前 
中島下公会堂 
JA倭文出張所前 
掃守公会堂 
上幡多営農センター 
浦壁公会堂 
馬回ふれあいセンター 
大久保公会堂 
上八木公会堂 
八木地区公民館 
八木駐在所前 
入田公会堂 

 

4月11日（月） 
 
 
 
 

4月12日（火） 
 
 
 
 

4月13日（水） 
 
 
 

4月14日（木） 
 
 
 
 

4月15日（金） 

実施日 注射時間 注　射　場　所 

三原地区 

9：10～9：25 
9：40～9：55 
10：10～11：00 
12：10～12：50 
13：50～14：10 
14：25～14：55 
15：10～15：25 
15：40～15：50 
9：00～9：25 
9：40～10：25 
10：40～12：00 
13：00～14：00 
14：15～15：30 
9：10～10：25 
10：30～12：00 
13：00～14：00 
14：15～15：30 
9：00～10：30 
10：50～12：00 
13：00～13：45 
14：00～14：35 
14：50～15：30 
9：10～9：45 
10：00～10：45 
11：00～12：00 
13：00～13：45 
14：00～14：30

灘地野バス停前 
灘大川公会堂前 
灘総合開発センター 
沼島総合開発センター 
灘山本公会堂前 
灘黒岩バス停前 
灘白崎バス停横 
灘来川コミュニティセンター前 
かるも公会堂 
福良仁尾荘 
漁村センター裏 
旧保健所跡駐車場 
南あわじ健康福祉事務所 
賀集生子農業倉庫前 
賀集地区公民館前 
賀集田中会館前 
賀集八幡神社 
潮美台コミュニティセンター 
農村環境改善センター 
伊賀野コミュニティセンター 
稲田荘 
大日寺前 
上町県道バイパス入口東側 
吹上三叉路 
阿万連絡所前 
西町海水浴場 
東町バス停前 

 
 
 

4月18日（月） 
 
 
 
 
 
 

4月19日（火） 
 
 
 

4月20日（水） 
 
 
 
 

4月21日（木） 
 
 
 
 

4月22日（金） 

実施日 注射時間 注　射　場　所 

南淡地区 

9：30～11：30 
12：30～13：40 
14：00～15：30 
9：30～10：30 
10：45～11：30 
13：00～14：00 
14：10～15：30 
9：30～10：30 
10：50～11：50 
13：00～14：00 
14：15～15：30

老人福祉センター 
緑市民センター 
中筋公民館 
南あわじ倭文支所前 
神道公会堂 
安住寺集落センター 
土井集落センター 
安心コミュニティプラザ長田 
徳原公会堂 
山添公会堂 
大丸公会堂 

 
4月25日（月） 

 
 

4月26日（火） 
 
 
 

4月27日（水） 

実施日 注射時間 注　射　場　所 

緑地区 

料金 ●登録済みの犬 
狂犬病予防注射料金のみ 3,200円 
●登録のない犬 
登録・狂犬病予防注射料金 6,200円 

平成7年以降登録した犬 

飼ってから初めての登録、または 
平成7年以降に登録していない犬 

み
　
こ
　
そ 

さ
い
か
ど 

し
ょ
う 

へ
い 



１０ 

お知らせ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果 

各
種
大
会
結
果

各
種
大
会
結
果 
各
種
大
会
結
果 

（
敬
称
略
） 

広報 

4月初旬 
4月中旬～ 
4～5月 
初旬～毎日開催　雨天中止 
3日（日） 
10・17・24日（日） 
4月29日（金・祝）・30日（土） 
5月1日（日）・2日（月） 
5月1日（日）・7日（土） 
5月3日（火・祝） 
5月3日（火・祝）～5日（木・祝） 

開催日時要問い合わせ 

イングランドエリアで桜が見頃 
10万本の菜の花畑 
大温室・ロックガーデンで世界の花々順次開花 
羊の追い込み＆毛刈りショー 
春休みフリーマーケット 
祝・オープン4周年「コアラQ&A」豆知識本プレゼント 
阿波踊り 
大道芸パフォーマンス 
G.W.フリーマーケット 
きかんしゃトーマスキャラクターショー 
開園時間延長 
いちごアイスクリーム作り 
スコーン作り 

 
 
 
本場ニュージーランドの羊と牧羊犬が活躍する追込みショー 
 
お子様（4歳～小学生）先着100名様に 
にぎやかな「ぞめき」にのって、一緒に踊りだしてしまいそう 
スリル満点、ハラハラドキドキのジャグリングショー 
出展者募集！申込み：神戸フリーマーケット協会☎078（755）2041 
 
たっぷり遊ぼう！夜7：00まで開園 

G.W.のイベント 

春限定手作り体験教室 

春の花情報 

期間・開催日時 イベントなど ひとこと情報 

4月のイベント 

定番パン・バター作り、ソーセージ作りも人気 
（開催日時は要問い合わせ） 

●だれもが安心してＩＴ社会の便益を享受するための制度的

　基盤として、平成15年５月に成立、公布された個人情報保

　護法が平成17年４月１日から全面施行されます。 

●個人情報取扱事業者は、個人情報の利用目的を明らかにし、

　その範囲内で取り扱わなければなりません。また、本人の

　同意を得ずに個人データを第三者に提供することは原則禁

　止されるほか、安全管理措置、従業者や委託先の監督など

　個人情報の適正な取扱いに関するルールが適用されます。 

●自分の個人情報については、事業者に開示等を求めること

　ができます。また、個人情報に関するトラブルや疑問は、

　その事業者に申し出るほか、認定個人情報保護団体や地方

　公共団体、国民生活センターの苦情相談窓口などでご相談

　いただけます。 

※詳しくは、内閣府国民生活局ホームページ 

　〈http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.html〉を 

　ご覧ください。 

4月1日から個人情報保護法が全面施行されます 

 

　市民の皆様に親しまれる施設として、園内でゆとりとふれあいに満ちた１日を過ごしていただきたく、裏面にご招待券を掲載しています。 
切り取って、ご利用ください。 

年中無休　9：00～18：00　☎43－2882
　観光客だけでなく、地元の方にもご利用いただけるよう、この直売所には入園ゲー
トを通らずに入店できるようになっています。「顔の見える農業」を目指し、壁に生産者
の写真を掲げ、商品には生産者の名前が表示されています。 
　店頭には「新鮮・安全・おいしい」をモットーに会員が
丹精した旬の野菜や果物等が並び、価格も全体的に
市価より安めとなっています。お客様の「安い、おいし
い」の声は出荷者に何よりの励みとなります。ぜひご利
用ください。 

農産物直売所「さんちゃん市」入園ゲート横 

　市では、このたび小学校および中学校等に入学される児童・生徒の健やかな成長
をお祝いするため、祝金をお贈りする「入学祝金支給事業」を実施いたします。 
 
入学祝金支給事業の概要 
・小学校、中学校、中等教育学校、盲・ろう・養護学校の小・中等部の第１学年に入
　学される児童・生徒の保護者の方で、当該年度の４月１日現在（今回は平成１７年
　４月１日現在）において、南あわじ市内に住所を有する方に祝金を支給します。 
・祝金の額は、児童・生徒１人につき１万円とし、保護者名義の口座へ振り込みによ
　り支給します。 
 
支給に必要な手続き 
　市内の小中学校に入学される場合は入学式の時に、その他の学校に入学される
場合は郵送で「南あわじ市入学祝金口座振込依頼書」をお送りしますので、必要事
項を記入し、押印のうえ、４月２０日（水）までに、入学される小中学校（市内に限る）、ま
たは緑・三原・南淡総合窓口センターか、学校教育課（西淡庁舎）まで提出ください。 
 
問い合わせ先 
　　学校教育課　☎３７－３０１８ 

小中学校等に入学される児童・生徒の保護者の皆様へ 

入学祝金支給のご案内

南
あ
わ
じ
市
　
く
ら
し
の
便
利
帳

の
訂
正
に
つ
い
て 

 

　
73
ペ
ー
ジ
、
「
飼
い
犬
・
猫
の

引
き
取
り
」
部
分
。
次
の
　
　
部

が
訂
正
箇
所
で
す
。
訂
正
し
、
お

詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

☆
飼
い
犬
・
猫
の
引
取
り
は 

　
　
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ 

　
た
場
合
は
有
料
に
て
引
取
り
ま 

　
す
。 

①
犬
の
場
合
は 

　
　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
　
薬 

　
務
・
生
活
衛
生
課
に
て
、
毎
週 

　
火
曜
日
の
午
前
中
に
引
取
り
ま

　
す
。
（
電
話
26
・
２
０
６
８
） 

②
猫
の
場
合
は 

　
　
毎
月
第
１
金
曜
日
　
南
淡
・ 

　
三
原
・
緑
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

　
へ
午
前
９
時
ま
で
に
持
ち
込
ん 

　
で
く
だ
さ
い
。 

　
　
毎
月
第
３
金
曜
日
　
西
淡
　 

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
へ
午
前
９ 

　
時
ま
で
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ 

　
い
。 

農
林
業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

　
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
へ

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

南
あ
わ
じ
市
秘
書
広
報
室 

  

◆
第
24
回
淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
（
２
月
27
日
・
福

良
小
学
校
周
辺
） 

              

【
１
部
・
ハ
ー
フ
男
子
陸
連
登
録

者
】
①
水
澤
大
輔
　
１
時
間
11
分

13
秒
＝
大
会
新
、
②
福
井
康
訓
（
洲

本
実
業
高
校
・
賀
集
）
１
時
間
12

分
６
秒 

【
２
部
・
ハ
ー
フ
男
子
陸
連
未
登

録
者
】
①
大
杉
哲
也
（
伊
丹
自
衛

隊
）
１
時
間
13
分
１
秒 

【
３
部
・
10
㎞
男
子
陸
連
登
録
者
】

①
山
本
武
史
（
須
磨
友
が
丘
高
校
）

33
分
７
秒 

【
４
部
・
10
㎞
男
子
陸
連
未
登
録

者
】
①
国
保
大
樹
（
伊
丹
自
衛
隊
）

36
分
９
秒 

【
５
部
・
５
㎞
男
子
】
①
長
尾
正

樹
（
高
松
商
業
）
15
分
53
秒 

【
６
部
・
２
㎞
男
子
小
学
生
】
①

三
宅
翔
太
（
松
帆
小
学
校
）
８
分

１
秒 

【
７
部
・
ハ
ー
フ
女
子
】
①
山
下

智
愛
（
須
磨
友
が
丘
高
校
）
１
時

間
21
分
22
秒
＝
大
会
新 

【
８
部
・
10
㎞
女
子
】
①
金
子
紗

織
（
高
知
工
業
高
校
）
39
分
３
秒 

【
９
部
・
５
㎞
女
子
】
①
内
山
亜

梨
沙
（
岸
本
中
学
校
）
19
分
３
秒 

【
10
部
・
２
㎞
女
子
小
学
生
】
①

岩
川
侑
樹
（
北
灘
東
小
学
校
）
８

分
10
秒 

 

◆
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

県
代
表
選
考
会
（
３
月
６
日
・
三

木
市
立
屋
内
Ｇ
Ｂ
場
） 

【
ミ
ド
ル
（
女
子
）
ク
ラ
ス
】
①

さ
く
ら
（
福
良
／
深
田
勝
子
・
柏

木
ハ
ツ
子
・
山
本
よ
し
子
・
久
保

田
ま
さ
子
・
瀬
戸
孝
子
） 

  

           

※
さ
く
ら
チ
ー
ム
は
５
月
に
新
潟

県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
全
国

選
抜
大
会
」
の
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。 

 
◆
加
古
川
カ
ッ
プ
綱
引
大
会
（
２

月
27
日
・
加
古
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
） 

【
男
女
混
合
の
部
】
①
セ
ブ
ン
リ

バ
ー
ズ
（
松
帆
／
向
江
幸
正
・
亀

井
良
司
・
船
越
裕
司
・
東
浦
武
司
・

小
浜
博
紀
・
亀
井
二
郎
・
向
江
日

出
子
・
大
谷
美
晴
・
船
越
美
佳
・

道
上
宏
子
・
亀
井
恵
美
子
） 

 

◆
南
あ
わ
じ
親
善
交
流
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
（
３
月
19
、
20
日
、
三

原
健
康
広
場
他
） 

【
１
部
】
①
浅
川
草
魂
（
徳
島
）

②
川
内
北
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
徳
島
）
③
夢

前
少
女
Ｖ
Ｃ
（
兵
庫
）
③
香
北
Ｊ

Ｖ
Ｃ
（
高
知
） 

【
２
部
】
①
西
淡
志
知
少
女
Ｖ
Ｃ

（
南
あ
わ
じ
市
）
②
海
部
イ
ー
ル

ズ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
徳
島
）
③
志
筑
少
女

Ｖ
Ｃ
（
津
名
町
）
③
う
し
お
少
女

Ｖ
Ｃ
（
洲
本
市
） 

【
３
部
】
①
湊
少
女
Ｖ
Ｃ
（
南
あ

わ
じ
市
）
②
板
東
リ
ー
ダ
ー
ス
（
徳

島
）
③
川
之
江
東
部
（
愛
媛
）
③

城
東
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
徳
島
） 

 
◆
第
９
回
中
学
ゆ
ず
る
は
杯
・
宮

地
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
３
月

21
日
、
南
あ
わ
じ
市
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
） 

【
男
子
】
①
里
深
圭
吾
・
武
田
大

和
（
三
原
中
学
）
②
西
條
友
昭
・

三
谷
健
太
（
南
淡
中
学
）
③
河
崎

慎
司
・
野
口
智
崇
（
三
原
中
学
）

③
北
野
文
章
・
齋
藤
慧
（
三
原
中

学
） 

【
女
子
】
①
金
谷
菜
摘
・
中
田
厚

希
（
三
原
中
学
）
②
仲
田
早
智
・

木
下
阿
紀
（
三
原
中
学
）
③
居
内

瞳
・
富
永
彩
夏
（
三
原
中
学
）
③

三
宅
沙
也
加
・
鍛
治
山
栄
里
（
御

原
中
学
） 

　保険証は、ひとつの世帯に一枚が原則ですが、
次のような場合は、申請をすることにより、その
個人に別の保険証が交付されます。 
①転出をし、遠方の学校に在学及び入学すること
　となった場合（マル学） 
②①以外の学生及び仕事などで長期間遠方に行く
　ことになった場合（南あわじ市に住所がある場
　合に限る：マル遠） 
▽申請先　各総合窓口センター 
▽申請に必要なもの　①の場合：印鑑・在学証明
　書（毎年度ごとに申請必要。継続される方は新
　年度の在学証明書を添付し、4月20日までに申
　請）。②の場合：印鑑・申請理由（12月１日の
　保険証更新時ごとに申請が必要。学生のマル遠
　は在学証明書は不要で、4月20日までに申請）。 
　なお、就職等で他の健康保険に加入された場合、
　加入証明または他の健康保険証をご持参し、脱
　退の申請を行ってください。 
▽問い合わせ　保険課国保医療係☎44‐3003

遠方の学校へ行く方・長期出張する方に便利！ 
国民健康保険証が、マル学・マル遠で、分けら
れます 

開園時間 ：9時～18時（季節により変更あり） 
入園料：大人800円、小人400円 
電　話：43-2626（お間違えのないように） 

さ
く
ら
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん（
上
段
左
か
ら 

瀬
戸
さ
ん
、深
田
さ
ん
、久
保
田
さ
ん
。 

下
段
左
か
ら
柏
木
さ
ん
、山
本
さ
ん
） 

▲ 



２００５.４.１発行 １３ 

下水道の供用開始 

排
水
設
備
工
事
の
開
始
を 

排
水
設
備
工
事
の
手
続
き 

下
水
道
使
用
料 

問
い
合
わ
せ 

早
期
に
接
続
さ
れ
た
方
は
、 

減
免
さ
れ
ま
す 

基本使用料（１か月につき） 従量使用料（１㎥につき） 

10㎥以下 
1,260円 

11㎥～20㎥ 

21㎥～30㎥ 

31㎥～50㎥ 

51㎥～100㎥ 

101㎥以上

136円 

147円 

168円 

189円 

220円 

  

　
下
水
道
処
理
区
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、

風
呂
な
ど
の
汚
水
を
『
公
共
ま
す
』

へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
処
理
区
域
内
で
は
、
建
物

所
有
者
等
に
次
の
こ
と
が
義
務
づ

け
さ
れ
ま
す
。 

◎
汲
み
取
り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ
に 

　
汲
み
取
り
便
所
は
供
用
開
始
か

　
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に

　
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

◎
浄
化
槽
の
廃
止 

　
汚
水
は
、
下
水
処
理
場
で
処
理

　
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

　
で
き
る
だ
け
早
く
浄
化
槽
を
廃

　
止
し
公
共
下
水
道
に
流
す
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る

　
汚
水
も
公
共
下
水
道
へ 

　
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る

　
汚
水
も
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

　
公
共
下
水
道
に
流
す
よ
う
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
水
洗
ト
イ
レ
、
浴
室
、
台
所
な

　
ど
か
ら
公
共
ま
す
ま
で
の
範
囲

　
を
い
い
、
皆
さ
ん
が
個
人
で
設

　
置
し
、
維
持
管
理
す
る
設
備
で

　
す
。 

 

    

排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定

し
た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施

工
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に

計
画
・
見
積
（
施
行
方
法
・
費
用
・

支
払
い
条
件
な
ど
）
を
依
頼
し
、

検
討
し
て
か
ら
指
定
業
者
と
契
約

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
に

つ
い
て
は
、
企
業
経
営
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　 ●
手
続
き
の
流
れ 

①
指
定
工
事
店
に
排
水
設
備
工
事

　
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
指
定
工
事
店
が
設
計
・
見
積
し

　
内
容
を
検
討
し
た
上
で
契
約
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

③
市
に
排
水
設
備
計
画
申
請
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
市
で
申
請
さ
れ
た
排
水
設
備
計

　
画
が
、
法
令
な
ど
に
適
合
し
て

　
い
る
か
確
認
し
、
適
合
と
判
断

　
す
れ
ば
、
排
水
設
備
計
画
確
認

　
書
を
交
付
し
ま
す
。 

⑤
工
事
着
手
し
ま
す
。 

⑥
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
排
水
設

　
備
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。 

⑦
市
の
職
員
が
、
計
画
ど
お
り
施

　
工
さ
れ
た
か
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
合
格
す
る
と
排
水
設
備
工
事
検

　
査
証
を
交
付
し
、
そ
の
日
か
ら

　
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
。 

　 
  

　
汚
水
処
理
施
設
供
用
開
始
（
各

戸
の
公
共
ま
す
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
日
）
か
ら
２
年
以
内

に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
し
、
公

共
ま
す
に
接
続
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
、
下
水
道
料
金
の
基
本
料
金
（
月

額
１
２
６
０
円
）
が
２
年
間
も
し

く
は
１
年
間
免
除
と
な
る
「
下
水

処
理
施
設
早
期
接
続
者
減
免
制
度
」

が
あ
り
ま
す
（
表
１
・
２
）
。 

  

　
下
水
道
を
使
用
さ
れ
ま
す
と
、

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
使
用

料
は
、
処
理
場
の
運
転
や
マ
ン
ホ

ー
ル
、
下
水
道
管
な
ど
、
施
設
の

維
持
管
理
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

 

◎
使
用
料
金 

　
使
用
者
が
、
排
除
し
た
汚
水
の

量
（
上
水
道
使
用
水
量
）
に
応
じ

料
金
表
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
（
表

３
）
。 

 

◎
支
払
時
期
と
支
払
い
方
法 

　
上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
毎

月
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

上
水
道
使
用
料
金
と
下
水
道
使
用

料
金
の
合
計
額
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
口
座
振
替
の
場
合
、
毎
月
27
日

に
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
し
ま
す
。 

　
納
付
書
に
よ
る
場
合
、
毎
月
末

日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。 

  

企
業
経
営
課
下
水
道
経
営
係 

☎
50
・
３
０
３
７ 

〒
６
５
６
・
０
５
９
２
　
南
あ
わ

じ
市
福
良
甲
５
１
２
番
地 

排
水
設
備
と
は･･･ 

　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
方
、
ま
た
は
生
活
困
窮
者

で
使
用
水
量
の
少
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
福

祉
世
帯
用
途
の
認
定
を
い
た

し
ま
す
。 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近

く
の
総
合
窓
口
か
企
業
経
営

課
（
☎
50
・
３
０
３
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

上
水
道
料
金 

福
祉
世
帯
用
途
の
認
定 

●下水道使用料の減免額 

●下水道使用料 

（表-1） 

（表-2） 

（表-3） 

2年間の基本料金（1,260円／円） 
1,260×12（か月）×2（年）＝30,240円免除 

1年間の基本料金（1,260円／円） 
1,260×12（か月）×1（年）＝15,120円免除 

1年以内に接続 

1年超え2年以内に接続 

供用開始から 下水道使用料の免除額 

供
用
開
始
１
年
目 

供
用
開
始
２
年
目 

供
　
用
　
開
　
始 

1年以内に 
接続した場合 

1年超え2年以内に 
接続した場合 

接続した翌日から2年間基本料金免除 

1年間基本料金免除 1年間基本料金免除 
下水道に接続 

下水道に接続 

●広田地区（山添・川向・中田・大丸）・・・・・・・・・・・・・・・・・（14ページ図①） 
●津井地区（中央・本村・西本村）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（14ページ図②） 
●賀集地区（鍛治屋・賀集・八幡西・八幡南・八幡中・八幡北・立川瀬）・・（15ページ図③） 
●福良地区（南八反・北八反・岩端・大江・祖江・玉造）・・・・・・・・・（15ページ図④） 
　の全域ならびに一部で下水道が使用できます。 

　公共下水道の汚水管布設工事広田浄化センター・津井浄化センター・賀集浄化センター・福良浄化セ

ンター（下水処理場）が完成し、3月31日から下水道が使用出来るようになりました。 

●市榎列処理区(大榎列・西川・十一ヶ所・善光寺の一部)・・・・・・・（16ページ図⑤） 
●八木榎列処理区(上幡多・下幡多・山所・鳥井・新庄・徳野の一部)・・（16ページ図⑥） 
●神代処理区(経所・国上・城家の一部)・・・・・・・・・・・・・・・（17ページ図⑦） 
●阿万処理区(稲田南・伊賀野・筒井の一部)・・・・・・・・・・・・・（17ページ図⑧） 

　公共下水道の市榎列処理区、八木榎列処理区、神代処理区、阿万処理区では3月31日から下水
道を使用できる区域が拡大されました。 

広田・津井・賀集・福良の一部で下水道が供用開始に 

下水道を利用できる区域の拡大 

　この地域の皆さんは、家庭からでる汚水を直接公共下水道に流すことができるようになりまし
た。市が設置した公共ますに接続する排水設備工事をお願いします。 

〜ご招待券〜
本券1枚で、お一人様1回限り有効

有効期限：平成18年4月30日

淡路ファームパーク 
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TEL（0799）43-2626

下  水  道 供  用  開  始 の 
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イングランドの丘 
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─────南あわじ市─────
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淡路ファームパーク 
イングランドの丘 

TEL（0799）43-2626

─────南あわじ市─────
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下水道の供用開始 

広報 

１４ 

供用開始区域 

供用開始区域 
供用開始区域 

広田処理区

福良処理区

津井処理区

広田浄化センター

津井浄化センター

福良浄化センター

公共下水道供用開始区域図

公共下水道供用開始区域図公共下水道供用開始区域図

公共下水道供用開始区域図

供用開始区域 

賀集処理区

特定環境保全公共下水道（汚水） 

潮美台潮美台 潮美台 

［図①］ 
［図③］ 

［図④］ 

［図③］ 

［図④］ 

［図②］ ［図②］ 

賀集浄化センター

県道県道31号線号線  至西淡至西淡 県道31号線  至西淡 

国道国道28号線号線 国道28号線 

八幡交差点八幡交差点 八幡交差点 

国衙交差点国衙交差点 国衙交差点 

南淡庁舎南淡庁舎 南淡庁舎 

なないろ館なないろ館 なないろ館 

至文化体育館至文化体育館 至文化体育館 

福良 
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０５
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発
行
 

１６
 

１７
 

下
水
道
の
供
用
開
始
 

広
報
 

公共下水道供用開始区域図 

市・榎処理区列 

市・榎列浄化センター 

従来の区域 
今回拡大される区域 

凡　例 

公共下水道供用開始区域図 

神代処理区列 

神代浄化センター 

従来の区域 
今回拡大される区域 

凡　例 

公共下水道供用開始区域図 

従来の区域 
今回拡大される区域 

凡　例 

八木・榎列浄化センター 

八木・榎列処理区 

従来の区域 
今回拡大される区域 

凡　例 

阿万浄化センター 

阿万処理区 

公共下水道供用開始区域 

［図⑤］ 

［図⑦］ 
［図⑧］ 

［図⑥］ ［図⑤］ 

［図⑦］ 
［図⑧］ 

［図⑥］ 
国道28号線 国道28号線 

国道28号線 国道28号線 

国衙交差点 国衙交差点 

神代交差点 神代交差点 

国道28号線 国道28号線 

三原中学校 三原中学校 

榎列小学校 榎列小学校 

●南あわじ市中央庁舎 ●南あわじ市中央庁舎 

●南あわじ市中央庁舎 ●南あわじ市中央庁舎 

南あわじ市 
三原庁舎 
南あわじ市 
三原庁舎 

八木小学校 八木小学校 

うずしおライン 

うずしおライン 

うずしおライン 

うずしおライン 

至
福
良

至
福
良 

至
福
良 

至
福
良

至
福
良 

至
福
良 

至
洲
本

至
洲
本 

至
洲
本 

至
福
良

至
福
良 

至
福
良 

西川交差点西川交差点 西川交差点 

西川交差点西川交差点 西川交差点 

企業団地 

神代小学校 神代小学校 

阿万小学校 阿万小学校 

農村環境改善センター 農村環境改善センター 



　
健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る

長
寿
の
夫
婦
を
表
彰
し
、
健
康
の

大
切
さ
を
県
民
に
呼
び
か
け
よ
う

と
『
ひ
ょ
う
ご
健
康
夫
婦
大
賞
』（
県

健
康
財
団
主
催
）が
倭
文
在
住
の
松

井
金
一
さ
ん
（
九
十
三
歳
）
・
こ

む
め
さ
ん
（
八
十
七
歳
）
夫
婦
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
息
子

さ
ん
夫
婦
・
お
孫
さ
ん
夫
婦
・
ひ

孫
さ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
お
り
、

最
近
で
は
、
ひ
孫
さ
ん
の
子
守
を

日
課
と
し
て
い
ま
す
。
お
二
人
に

健
康
の
秘
訣
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
食
事
に
は
気
を
つ
け
て
、
食
品

添
加
物
や
加
工
食
品
な
ど
は
口
に

せ
ず
に
自
然
の
食
材
を
食
べ
て
い

ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
二
月
二
十
五
日
、
県
健
康
財
団

淡
路
支
部
の
吉
川
健
一
郎
事
務
局

長
が
自
宅
を
訪
れ
、
表
彰
状
と
記

念
品
の
夫
婦
茶
碗
を
手
渡
し
ま
し

た
。 

　
瓦
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
（
油
本
博
代
表
）
が
地
場
産

業
で
あ
る
瓦
と
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
慶
野
松
原
の
魅
力
を

融
合
さ
せ
、
ま
ち
の
魅
力
を
再
発

見
し
、
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
鬼
瓦

九
十
五
枚
を
二
月
二
十
五
日
、
西

淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
横
に
並
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
鬼
瓦
の
制
作
に
は
、
油
本

さ
ん
が
、
御
原
中
学
校
（
池
田
博

校
長
）
に
作
製
を
依
頼
。
同
校
の

美
術
教
諭
が
一
月
下
旬
か
ら
、
卒

業
を
控
え
る
三
年
生
九
十
五
人
に
、

デ
ザ
イ
ン
や
瓦
粘
土
細
工
な
ど
の

指
導
に
あ
た
り
、
個
性
的
な
一
枚

一
枚
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
「
地
場
産
業
を
学

ぶ
機
会
が
で
き
た
。
卒
業
を
控
え

い
い
思
い
出
が
残
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。 

２００５.４.１発行 １８ １９ 

まちかどトピックス 

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

受
賞
お
め
で
と
う 

淡
路
島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
役
を
担
う 

広報 

　八木小学校３年生の山口英輝君（南あわじ市スイミングスクール所属）が、
３月27日から30日に東京辰巳国際水泳場で開かれた「第27回全国JOCジュ
ニアオリンピックカップ春季水泳競技大会」の50ｍ背泳ぎに出場し力泳しました。 
　山口君は、保育園児のときからサンプールのスイミングスクールで水泳を始め、
今では週6回、１日約4,000ｍ泳いでいます。 
　２月の県大会で、全国大会の出場標準記録を突破する37秒14の好記録
を出して、参加を果たしました。 

▼
「
ひ
ょ
う
ご
健
康
大
賞
」
の
表
彰
を
受
け
る 

　
松
井
さ
ん
夫
婦 

▼
大
会
前
に
中
田
市
長
か
ら
激
励
を 

　
受
け
た
山
口
君 

▼
流
れ
の
速
い
潮
が
海
中
の
岩
に
ぶ
つ
か
り
現
れ
る
「
う
ず
の
花
」 

　２月25日、湊幼稚園児17人が智積寺（湊）のお茶会に招待
され、お点前を体験しました。 
　同寺では毎年ひな祭りを前に園児を招待してお茶会を開
催。今年は更正保護女性会西淡支部会員も参加し、園児た
ちに手作りの茶菓子と抹茶を振る舞いました。 
　また、園児たちは同支部会員に教わりながら茶せんでお
茶をたて、おいしそうに味わっていました。 

▼
赤
い
毛
せ
ん
に
正
座
し
て
お
点
前
を 

　
体
験
し
ま
し
た 

山
口
佳
央
理
さ
ん
が
ク
イ
ー
ン
淡
路
に 

ひ
ょ
う
ご
健
康
大
賞
を
受
賞 

長
寿
の
松
井
さ
ん
夫
婦
、仲
良
く
受
賞 

淡
路
島
び
ら
き
・
う
ず
し
お
ま
つ
り 

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来 

西
淡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
御
原
中
学
校
が
「
協
働
」
で 

瓦
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
施 

がんばったね山口英輝君（八木） 全国水泳大会 50m背泳ぎに出場 湊幼稚園児がお点前体験 茶菓子とお茶に舌鼓 地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
４３
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
） 

▲ヘラなどを使って、鬼瓦を制作する生徒たち 

馬
詰
さ
ん
に
芸
能
功
労
者
表
彰 

松
田
益
行
さ
ん
、創
作
料
理 

コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞 

　
潮
の
干
満
差
が
大
き
く
、
も
っ

と
も
渦
潮
が
大
き
く
な
る
春
、
海

の
安
全
祈
願
と
観
光
業
が
賑
わ
う

こ
と
を
祈
願
し
て
、
「
淡
路
島
び

ら
き
・
う
ず
し
お
ま
つ
り
」
（
南

あ
わ
じ
市
観
光
協
会
主
催
）
が
福

良
の
う
ず
し
お
ド
ー
ム
「
な
な
い

ろ
館
」
で
三
月
十
三
日
、
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
午
前
か
ら
神
事
や
戎
舞
、
餅
ま

き
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
元
の
人
た

ち
と
と
も
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
観
光
客
ら
と
と
も
に

船
で
鳴
門
海
峡
に
場
所
を
移
し
、

恒
例
の
「
樽
流
し
」
と
鯛
の
放
流

を
行
い
、
海
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。 

　
第
二
十
五
代
ク
イ
ー
ン
淡
路
に
、

榎
列
出
身
で
同
志
社
大
法
学
部
二

年
生
の
山
口
佳
央
理
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 

　
ク
イ
ー
ン
淡
路
は
、
淡
路
島
観

光
連
盟
が
島
内
の
観
光
振
興
を
目

的
に
毎
年
実
施
。
今
回
は
島
内
外

か
ら
十
三
人
の
応
募
が
あ
り
、
同

連
盟
役
員
に
よ
る
面
接
審
査
で
山

口
さ
ん
と
東
浦
町
の
平
田
亜
以
香

さ
ん
の
二
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
山
口
さ
ん
は
ス
キ
ー
と
料
理
、

旅
行
が
趣
味
で
、
英
会
話
と
書
道

を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
故
郷
の

自
慢
と
し
て

慶
野
松
原
の

夕
日
を
話
し
、

「
多
く
の
人

に
淡
路
島
の

自
然
の
良
さ

を
知
っ
て
も

ら
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま

し
た
。 

　
二
人
は
、
三
月
二
十
七
日
に
ウ

エ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
で
開
か
れ

た
「
菜
の
花
ま
つ
り
」
で
デ
ビ
ュ

ー
し
、
一
年
間
全
国
各
地
に
出
向

い
て
島
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。 

▼
ク
イ
ー
ン
淡
路
に
選
ば
れ
た
山
口
さ
ん 

や
ま
ぐ
ち   

か
　
お
　
り 

   

　
（
社
）
日
本

芸
能
実
演
家
団

体
協
議
会
が
芸

能
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
に
贈
る
「
芸
能
功
労
者
表

彰
」
に
、
こ
の
ほ
ど
、
（
財
）

淡
路
人
形
協
会
顧
問
の
馬
詰
優

さ
ん
（
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
馬
詰
さ
ん
は
昭
和
四
十
五
年

に
三
原
町
公
民
館
に
淡
路
人
形

座
の
支
配
人
兼
人
形
遣
い
と
し

て
入
座
。
後
継
者
が
不
足
し
て

い
た
淡
路
人
形
芝
居
を
後
世
に

存
続
さ
せ
よ
う
と
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
人
形
芝
居

サ
ミ
ッ
ト
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
発
案
・
実
現
し
、
全
国
の
人

形
芝
居
保
存
会
の
復
興
・
発
展

に
貢
献
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  

　
淡
路
島
観
光

連
盟
主
催
の
『
淡

路
島
創
作
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
』
が
二
月
二
十
四

日
、
三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
、

松
田
益
行
さ
ん
（
南
淡
路
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
の
「
漁
師
風
リ

ゾ
ッ
ト
茶
漬
け
」
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

            

　
福
良
の
児
童
館
茶
道
ク
ラ
ブ

を
卒
業
す
る
六
名
に
、
三
月
三

日
、
茶
道
裏
千
家
家
元
か
ら
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
六
名

は
、
六
年
間
、
稽
古
に
励
み
、

「
大
人
顔
負
け
の
腕
前
に
成
長

し
た
」
と
城
田
育
代
師
匠
が
認

め
る
ほ
ど
に
成
長
し
ま
し
た
。 

児
童
館
茶
道
ク
ラ
ブ 

　
　
　  

卒
業
生
に
奨
励
賞 

▼
上
段
左
か
ら
川
添
恵
里
奈
さ
ん
、

　
赤
坂
公
恵
さ
ん
、
阿
部
弥
生
さ
ん

　
下
段
左
か
ら
安
藤
僚
香
さ
ん
、 

　
奥
畑
華
蘭
さ
ん
、
澤
田
若
菜
さ
ん

ま
つ  

だ  

ま
す
ゆ
き 

う
ま
づ
め
ま
さ
る 

め  

お
と 

ひで   き 



     

★
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象 

◆
川
向
岡
団
地
（
広
田
広
田
９
２ 

　
４
番
地
７
） 

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
20
号
　
２
Ｄ

　
Ｋ
（
50
歳
以
上
の
単
身
可
） 

▽
建
設
年
度
　
昭
和
47
年
度 

▽
家
賃
月
額
　
４
０
０
０
円
〜 

　
６
７
０
０
円 

◆
丸
山
漁
民
住
宅
（
阿
那
賀
１
５ 

　
０
６
番
地
１
） 

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
２
０
３
号
　 

　
３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
） 

▽
建
設
年
度
　
昭
和
56
年
度 

▽
家
賃
月
額
　
１
４
０
０
０
円
〜 

　
２
３
１
０
０
円 

▽
そ
の
他
　
漁
業
法
第
２
条
第
２ 

　
項
で
定
め
る
漁
業
者
で
あ
る
こ

　
と 

◆
受
付
期
間
　
４
月
４
日
（
月
） 

　
〜
８
日
（
金
） 

◆
申
込
み
　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

◆
抽
選
日
　
４
月
19
日
（
火
）
応

　
募
者
多
数
の
場
合 

◆
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課 

　
☎
37
・
３
０
１
６ 

  

  

　
保
育
所
臨
時
保
育
士
、
パ
ー
ト

保
育
士
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
は
、
保
育
所
で

産
休
、
育
児
休
業
及
び
病
休
職
員

が
生
じ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
こ

の
登
録
者
の
中
か
ら
保
育
所
臨
時

職
員
を
任
用
す
る
も
の
で
す
。 

　
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

で
、
こ
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
福
祉
課
（
緑
庁
舎
・
☎
44
・
３

０
０
２
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。  

  

　
「
淡
路
日
本
画
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
火
曜
日
の

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
の
10
回
講
座
を
予
定
。
県

日
本
画
家
連
盟
理
事
長
の
山
田
美

耶
子
氏
が
講
師
。
費
用
は
年
間
一

万
円
。
募
集
定
員
50
名
。 

　
「
淡
路
洋
画
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
土
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の

９
回
の
講
座
を
予
定
。
洋
画
家
の

前
川
和
昭
氏
が
講
師
。
費
用
は
年

間
一
万
円
。
募
集
定
員
50
名
。 

▽
申
込
み
　
県
立
淡
路
文
化
会
館 

　
☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１ 

  

  

▽
日
時
　
４
月
16
日
（
土
）
午
後 

　
１
時
〜
４
時
（
受
付 : 

午
後
０ 

　
時
45
分
〜
） 

▽
場
所
　
洲
本
市
内
（
集
合
場
所 

　
大
浜
海
水
浴
場 

玉
姫
殿
側
） 

▽
参
加
費
　
３
０
０
円
（
保
険
料
・ 

　
懇
親
会
費
を
含
む
） 

▽
募
集
人
数
　
20
名
程
度
（
小
学 

　
３
年
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者 

　
同
伴
で
） 

▽
申
込
み
　
淡
路
青
少
年
交
流
サ 

　
ロ
ン
「
ス
マ
イ
ル
」
事
務
局
（
淡 

　
路
青
少
年
本
部
内
）
☎
26
・
２ 

　
０
４
８ 

   
▽
日
時
　
６
月
21
日
か
ら
毎
週
火

　
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

　
（
合
計
11
回
） 

▽
場
所
　
神
戸
市
立
総
合
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
第
５
会
議
室 

▽
問
い
合
わ
せ
　
兵
庫
盲
ろ
う
者 

　
友
の
会
☎
０
７
８
・
３
４
１
・ 

　
８
８
２
２ 

     

  

▽
開
催
日
　
５
月
６
日
（
金
）
〜 

　
８
日
（
日
） 

▽
場
所
　
淡
路
夢
舞
台
、
国
営
明 

　
石
海
峡
公
園 

▽
内
容
　
マ
ー
チ
ン
グ
や
ジ
ャ
ズ 

　
バ
ン
ド
な
ど
の
演
奏
が
楽
し
め 

　
る
「
淡
路
島
ベ
ス
ト
・
ミ
ュ
ー 

　
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ 

　
夢
舞
台
」
。
押
し
花
教
室
や
園

　
芸
教
室
な
ど
花
や
緑
と
ふ
れ
あ

　
え
る
「
花
の
広
場
」
な
ど 

▽
問
い
合
わ
せ
　
阪
神
・
淡
路
大 

　
震
災
10
周
年
記
念
事
業
淡
路
地

　
域
推
進
会
議
事
務
局
（
県
民
局

　
企
画
調
整
部
企
画
調
整
担
当
内
）

　
☎
26
・
２
０
１
２ 

  

　
（
毎
月
第
４
日
曜
開
催
中
） 

▽
日
時
　
４
月
24
日
（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
正
午 

▽
場
所
　
福
良
漁
業
協
同
組
合 

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
） 

▽
そ
の
他
　
お
買
上
５
０
０
円
ご 

　
と
に
ス
ピ
ー
ド
く
じ 

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
良
漁
業
協
同 

　
組
合
☎
52
・
０
０
６
４ 

  

　
日
本
郵
政
公
社
で
は
、
障
害
者

福
祉
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
い
鳥
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒

に
入
っ
た
通
常
郵
便
は
が
き
を
次

の
方
に
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

▽
配
布
の
対
象
　
重
度
の
身
体
障 

　
害
者
（
１
、
２
級
）
お
よ
び
重 

　
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳 

　
に
Ａ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
） 

▽
配
布
期
間
　
４
月
１
日
〜
５
月 

　
31
日 

▽
配
布
枚
数
　
一
人
20
枚 

▽
申
込
み
　
お
近
く
の
郵
便
局
ま 

　
で
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は 

　
療
育
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
） 

   

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲
本

保
健
所
）
で
実
施
さ
れ
て
い
た
２

時
間
人
間
ド
ッ
ク
が
４
月
か
ら
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉
事

務
所
（
☎
22
・
３
５
４
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

▽
日
時
　
４
月
２
日
（
土
）
午
後 

　
２
時
〜
３
時
30
分 

▽
場
所
　
三
原
公
民
館 

▽
内
容
　
「
物
忘
れ
の
予
防
」 

▽
講
師
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

　
太
陽
の
家
　
池
内
あ
す
か
介
護 

　
福
祉
士 

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方 

▽
申
込
み
　
南
あ
わ
じ
市
在
宅
介 

　
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア
セ
ン 

　
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・
３
８ 

　
０
３ 

  

▽
種
目
　
①
一
般
、
技
術
幹
部
候 

　
補
生
　
②
医
科
、
薬
剤
科
幹
部 

　
候
補
生 

▽
身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

▽
受
付
期
間
　
４
月
４
日
（
月
） 

　
〜
５
月
13
日
（
金
） 

▽
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
総
務
課

　
☎
43
・
５
０
０
１
ま
た
は
自
衛

　
隊
淡
路
募
集
事
務
所
☎
24
・
２

　
４
４
９ 

   

　
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

４
月
１
日
〜
５
月
20
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
手

続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
兵
庫
労
働
局
労 

　
働
保
険
適
用
室
☎
０
７
８
・
３ 

　
６
７
・
０
７
９
０ 

 

  

　
南
あ
わ
じ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流

ハ
ウ
ス
「
ゆ
ー
ぷ
る
」
は
４
月
１

日
で
オ
ー
プ
ン
３
周
年
を
迎
え
ま

す
。
４
月
１
日
〜
４
月
３
日
の
３

日
間
は
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
各
種

割
引
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
ゆ
ー
ぷ
る 

　
☎
50
・
５
１
２
６ 

     

▽
日
時
　
４
月
19
日
（
火
）
午
後

　
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

　
（
毎
月
第
４
火
曜
日
に
予
定
） 

▽
場
所
　
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
１

　
階
小
会
議
室 

▽
内
容
　
市
民
を
対
象
に
無
料
で

　
市
顧
問
弁
護
士
が
法
律
相
談
に

　
応
じ
ま
す
。
要
予
約
、
先
着
10

　
名 

▽
申
込
み
　
市
民
課 

　
☎
43
・
５
０
２
３ 

   

　
秘
密
厳
守
に
無
料
で
専
門
の
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。 

■
高
齢
者
へ
の
年
金
・
保
険
・
法 

　
律
相
談 

▽
年
金
・
保
険
相
談 

　
４
月
15
日
（
金
）
午
前
９
時
30

　
分
〜
午
後
４
時
30
分 

　
（
場
所 : 

県
洲
本
総
合
庁
舎
） 

▽
法
律
相
談 

　
４
月
８
、
22
日
（
金
） 

　
午
後
１
時
〜
３
時
（
場
所 : 

県 

　
洲
本
総
合
庁
舎
） 

■
パ
ソ
コ
ン
で
対
話
す
る
法
律
相

　
談 

▽
日
時
　
４
月
７
、
14
、
21
、
28 

　
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

■
申
込
み
　
さ
わ
や
か
県
民
相
談

　
室
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３

　
０ 

  

▽
日
時
・
場
所
　
４
月
14
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
場

　
所 : 

淡
路
市
役
所
本
庁
舎
、
☎

　
０
７
９
９
・
64
・
０
０
０
１
） 

　
４
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
30

　
分
〜
午
後
４
時
（
場
所 : 

県
洲

　
本
総
合
庁
舎
、
☎
０
１
２
０
・

　
36
・
７
８
３
０
） 

   

■
法
律
・
登
記
相
談 

▽
日
時
　
４
月
19
日
（
火
）
午
前

　
10
時
〜
正
午
　
※
要
予
約 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

▽
申
込
み
　
☎
０
７
９
９
・
62
・ 

　
５
８
２
９ 
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盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員 

養
成
講
座 

保
健
所
の
２
時
間
人
間
ド
ッ
ク 

が
廃
止
さ
れ
ま
す 

事
業
主
の
皆
様
へ 

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続 

困
っ
た
時
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も 

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ 

司
法
書
士
会
淡
路
支
部
の 

無
料
相
談 

市
営
住
宅
入
居
者 

日
本
画
・
洋
画
セ
ミ
ナ
ー
生 

保
育
所
臨
時
職
員
等
の
登
録 

自
衛
官
採
用
試
験 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者 

ゆ
ー
ぷ
る
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

募
　
集

淡
路
島
復
興
感
謝
祭 

う
ず
し
お
朝
市 

介
護
教
室 

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
無
料
配
布 

ご
案
内

無
料
法
律
相
談 

交
通
事
故
相
談 

相
　
談

瓦 

ば 

ん

情
報 

情報瓦ばん 

広報 

ザ☆男の料理 
教室 

おいしい 
お菓子教室 

ヘルシー 
スリム教室 

5月～翌年2月ま 
での第4水曜日 
10：00から12：00 
の10回 

5月～翌年2月ま 
での第2水曜日 
10：00から12：00 
の10回 

5月～翌年2月ま 
での第3または 
第4月曜日 

健康に関する
講話・楽しい
調理実習 

健康に関する
講話・楽しい
簡単手作りお
やつ作り 

血圧・体重・体
脂肪測定、体
操 

講座名 年会費 内　　　容 開催日 
（変更の場合もあり） 

実施場所・ 
申込み 

  

編
集
員
　
Ｍ
典
＆
川
卓 

川
卓
「
淡
路
島
を
訪
れ
る
観
光
客

に
対
し
て
観
光
業
者
が
、
お
も
て

な
し
の
心
を
持
っ
て
、
接
し
て
い

る
か
を
競
い
合
う
『
お
も
て
な
し

の
心
コ
ン
テ
ス
ト
』
（
淡
路
島
観

光
連
盟
主
催
）
が
あ
り
、
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
役

の
方
が
観
光
名
所
や
名
産
な
ど
を

尋
ね
、
参
加
者
が
上
手
に
笑
顔
で

答
え
て
い
る
様
子
を
見
て
、
感
心

し
ま
し
た
。
Ｍ
典
さ
ん
は
、
普
段

お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
観
光

客
と
接
し
て
い
ま
す
か
？
」 

Ｍ
典
「
も
ち
ろ
ん
広
報
マ
ン
と
し

て
、
心
を
込
め
て
、
ヨ
ン
様
に
負

け
な
い
く
ら
い
の
笑
顔
で
接
し
て

る
よ
」 

川
卓
「
ヨ
ン
様
に
で
す
か･･･

。

た
っ
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
う

い
え
ば
、
ク
イ
ー
ン
淡
路
の
山
口

さ
ん
も
温
か
い
笑
顔
で
お
も
て
な

し
の
雰
囲
気
が
充
分
あ
り
ま
し
た
」 

Ｍ
典
「
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
山

口
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
も
あ
り
ま

し
た
が
淡
路
島
の
良
さ
を
島
外
の

方
々
に
も
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
大
事
で
す
ね
」 

川
卓
「
我
々
は
広
報
で
お
も
て
な

し
で
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
こ
の

素
敵
な
笑
顔
を
皆
さ
ん
に
お
見
せ

で
き
な
く
て
残
念
で
す
」 

西淡保健センターの講座生募集 

3,000円 

3,000円 

無　料 

編

集

室

か

ら

松帆活性化 
センター 
☎36-2137

松帆活性化 
センター 
☎36-2137

西淡保健 
センター 
☎37-3029
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まなびの扉 

広報 

ま
な
び
の
扉

   

▽
日
時
　
４
月
17
日
（
日
）
午
前

　
10
時
〜
午
後
３
時 

▽
参
加
費
　
一
人
５
０
０
円
（
昼

　
食
付
） 

▽
内
容
　
①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

　
ニ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
テ
ニ
ス
大
会

　
（
子
ど
も
の
部
）
②
ス
ポ
ン
ジ

　
ボ
ー
ル
の
テ
ニ
ス
ゲ
ー
ム
③
中

　
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
④
一

　
般
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会 

▽
申
込
み
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

　
タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
（
締
め

　
切
り
は
４
月
12
日
） 

   

▽
日
時
　
４
月
16
日
（
土
）
午
後

　
８
時
〜 

▽
場
所
　
神
代
小
学
校
校
庭 

▽
参
加
費
　
大
人
１
０
０
円
・
子

　
ど
も
無
料
（
当
日
受
付
） 

▽
そ
の
他
　
子
ど
も
だ
け
の
参
加

　
は
出
来
ま
せ
ん
。
悪
天
候
時
は

　
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
上

　
映
し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
神
代
小
学
校
天 

　
体
観
測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会
　 

　
会
長 : 

木
田
徹
☎
０
９
０
・
３

　
６
１
６
・
３
８
２
４ 

   

　
団
体
の
方
が
公
立
学
校
施
設
（
体

育
館
、
運
動
場
、
武
道
場
、
錬
成

場
）
を
使
用
す
る
際
は
、
学
校
施

設
使
用
団
体
登
録
申
請
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

　
同
申
請
書
は
南
あ
わ
じ
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
、

緑
・
三
原
・
南
淡
公
民
館
お
よ
び

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」 

　
　
　
　
　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
同
申
請
書
の
有
効
期
限

は
１
年
間
で
、
継
続
に
は
毎
年
４

月
に
当
該
年
度
の
登
録
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

※
団
体
と
は
、
南
あ
わ
じ
市
内
に

　
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
成
人

　
の
代
表
者
を
含
む
団
体 

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
生
涯
体
育
係 

　
☎
37
・
３
０
２
０ 

  

▽
開
館
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
休
館
日 : 

月
曜
・
祝
日
の
翌

　
日
・
年
末
年
始
） 

▽
特
別
展
示
室
　
「
雅
彩
」
発
刊

　
記
念
・
雑
俳
展
―
「
淡
路
雅
交

　
会
」
の
歩
み
か
ら
― 

　
淡
路
雑
俳
の
結
社
を
統
括
す
る

　
「
淡
路
雅
交
会
」
が
江
戸
時
代

　
か
ら
昭
和
31 
年
ま
で
の
作
品
集

　
「
雅
彩
」
（
上
巻
）
を
発
刊
し

　
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
淡

　
路
の
伝
統
文
芸
で
あ
る
雑
俳
に

　
関
し
た
多
彩
な
展
示
で
す
。
毎

　
週
水
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

　
時
ま
で
は
会
員
に
よ
る
説
明
が

　
あ
り
ま
す
。
５
月
中
旬
ま
で
。 

▽
第
２
展
示
室
　
「
島
田
幸
平
写

　
真
展
―
淡
路
人
形
を
継
ぐ
若
い

　
力
―
」 

　
後
継
者
団
体
で
淡
路
人
形
浄
瑠

　
璃
の
伝
承
に
取
り
組
み
活
躍
す

　
る
若
者
た
ち
の
姿
を
追
い
つ
づ

　
け
記
録
し
た
作
品
で
す
。
５
月

　
末
ま
で
。 

初回トレーニング講習会の受講者募集 初回トレーニング講習会の受講者募集 
南あわじ市文化体育館「元気の森ホール」からのお知らせ 

※申込みは4月5日（火）午前8時30分から電話で 
　受付します。℡50-5077 
※お子様連れでの受講はご遠慮ください。 

対 象 者  
講習会受講料 
1講習会定員 
利 用 料 金  

16歳以上 
500円 
6名（完全予約制） 
200円（2回目以降） 

● 
● 
● 
● 

受講料 10回分5,000円 ● 

　トレーニングルームを利用する場合、初回のみ
この講習会を受講していただきます。 

月日 曜日 第1講習時間 第2講習時間 

回数 受講日 曜日 開始時間 

１４：００～１５：３０ 

１４：００～１５：３０ 

１８：３０～２０：００ 

１０：３０～１２：００ 

１０：３０～１２：００ 

１３：３０～１５：００ 

日 

土 

金 

４月１０日 

４月１６日 

４月２２日 

今月の
おすすめ図書

　各保健センターで実施されている乳
児（４カ月）健診時に参加した全ての赤
ちゃんと保護者に「ブックスタート・パック」
と呼ばれるセットを手渡しています。 
　また図書館ボランティアの方や図書
館員（司書）が、絵本を使って本を開く時
間の楽しさや大切さについて説明したり、
読み聞かせをしたりしています。 

どんな活動をしてるの？ 

　赤ちゃんとその周りにいる人たちが、「絵
本」を通じて、肌のぬくもりを感じながら
言葉と心を通い合わすことは、かけがえ
のない貴重な時間です。そのようなひと
時を日常の中に、たくさん作っていくこ
とを目的とした運動です。 
　1992年に英国で始まり、日本では
2000年の「子ども読書年」を機に始め
られました。 

ブックスタートってなぁに？ 

茂市久美子作／黒井健絵（学研） 
●またたびトラベル 

緑公民館図書室℡44-3008

迷路のように続く細い路
地のつきあたりにあるア
パート、またたび荘。1階
に小さな旅行会社があり
ます。またたびトラベル
です。ちょっと変わった会
社のようで…。 

☆開館時間／9時30分～19時 
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで 
　（緑、西淡公民館図書室は土曜日も5時まで） 
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日 
　　　　　　月末整理日（平日） 

みんなの図書館
～本と心のふれあいの場～ 

日 月 火 水 木 金 土 

　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

●4月の図書館カレンダー 

※○はおやすみです 月末日 

●７月２４日通り 
　吉田修一著（新潮社） 

大鐘稔彦（阿那賀診療所院長）著（栄光出版社） 
●孤高のメスー外科医当麻鉄彦｛上下巻｝ 

西淡公民館図書室℡37-3028

　４年余りに亘ってコミック
誌に連載され、80万部のベ
ストセラーとなった「メスよ
輝け!!」の小説版。外科医と
は？手術とは？そもそも医療
とは何かを根本から考えさせ、
襟を正される。現代版「白い
巨塔」である。 

●おはなし絵本館（日本の昔話・童話） 
　安野光男・北杜夫監修（講談社） 

土岐憲三・河田惠昭監修（日本放送出版協会） 
●12歳からの被災者学 

南淡図書館℡53-0234

　もし災害の被災者にな
るとしたら、どのように考え、
ふるまうことが大切かを解
説した「正しい被災者にな
るための入門書」。災害を
乗り切るための教訓と知恵
を、21世紀をになう若い
世代の人たちに伝える。 

●だいこん 
　山本一力著（光文社） 

小林絢子著（学陽書房） 
●わが子の気持ちがわからなくなる前に読む本 

三原図書館℡43-5037

心のクリニックに通う中
高生が増えている。今、子
ども達はどんな悩みを抱
えているのか？精神科医
からのやさしい子育てア
ドバイス。 

●時刻表の達人 
　福岡健一著（ＰＨＰ研究所） 

■文化施設 
滝川記念美術館「玉青館」 
　☎36-2314 
淡路人形浄瑠璃資料館 
　☎43-5037 
産業文化センター☎38-0201 
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260 
■社会体育施設 
サンライズ淡路☎45-1411 
西淡社会教育センター・ 
西淡グラウンド☎36-2027 
伊加利山村広場☎39-1126 
温水プール☎42-4994 
三原健康広場☎42-5630 
B&G南淡海洋センター 
　☎52-2404 
阿万スポーツセンター 
　☎55-0652 
賀集スポーツセンター 
　☎54-0779 
文化体育館☎50-5077 
吹上浜野外教育センター 
　☎55-0948 
■公民館等 
緑公民館☎44-3008 
西淡公民館☎37-3028 
三原公民館☎43-5038 
南淡公民館☎50-3048 
松帆地区公民館☎36-2137 
湊地区公民館☎36-3535 
津井地区公民館☎38-0010 
丸山地区公民館☎39-0210 
阿那賀地区公民館☎15-1036（CA） 
伊加利地区公民館☎39-0567 
西淡志知公民館☎36-5526 
榎列公民館☎42-2393 
八木地区公民館☎42-5956 
市地区公民館☎42-5957 
神代地区公民館☎42-5958 
三原志知公民館☎42-6343 
賀集地区公民館☎54-0331 
阿万地区公民館☎55-0041 
北阿万地区公民館☎55-0055 
灘地区公民館☎56-0001 
沼島地区公民館☎57-0001

せ
い
だ
ん
テ
ニ
ス
カ
ー
ニ
バ
ル 

参
加
者
募
集 

天
体
観
測
会
・
月
の 

ク
レ
ー
タ
ー
や
木
星
を
見
よ
う
！ 

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館 

今
月
の
特
別
展 

公
立
学
校
施
設
を
使
用
の
際
は
、 

登
録
申
請
が
必
要
で
す 

　
（http://w

w
w
.city.m

inam
iaw
a 

ji.hyogo.jp

） 

　リズムに合わせ楽しく体を動かしながら脂肪を
燃焼させ、スタミナアップを図りませんか？ 

※申し込みを希望の方は、当館事務所窓口また
　は、電話にて受付いたします。℡50-5077

エアロビクスダンス受講生募集エアロビクスダンス受講生募集

（第１回の講習時にいただきます） 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

第７回 

第８回 

第９回 

第１０回 

火 

火 

火 

火 

火 

火 

火 

火 

火 

火 

4月26日 

5月  3日 

5月10日 

5月17日 

5月24日 

5月31日 

6月  7日 

6月14日 

6月21日 

6月28日 

午後7時30分～ 

▽日　　時　４月２４日（日） 
　　　　　　午前９時～午後８時３０分（予定） 
▽場　　所　南あわじ市文化体育館 
　　　　　　「元気の森ホール」 
▽出演団体　淡路島内各地区の祭礼団、 
　　　　　　だんじり唄愛好グループ等 
▽部　　門　○祭り・保存・継承の部　　 
　　　　　　○愛好の部 
　　　　　　○少年・少女の部 
　　　　　　○特別出演の部：賀集町内会 
　　　　　　（前年度祭り･保存・継承の部優勝） 
▽問い合わせ　第１６回淡路だんじり唄 
　　　　　　コンクール実行委員会事務局 
　　　　　　（県立淡路文化会館内）℡０７９９-８５-１３９１ 

淡路だんじり唄コンクール 
ご来場をお待ちしております！ 

南あわじ市では、すでに実施して
いる南淡図書館以外の図書館（室）
でも、4月からブックスタート事
業を始めます 

※図書の返却は市内の図書館（室）のどこ 
　にでも、お返しいただけるようになりました。 

が  

さ
い 

第１６回 

　淡路の風土に根ざし、現在も脈々と
受け継がれる淡路人形浄瑠璃の世界を、
インターネットを通じて県内外の方々
へ紹介します。 
　展示内容は、淡路人形浄瑠璃の写真
や映像のほか、人形浄瑠璃のルーツ、
だんじり唄、高校・中学校での取り組
みなどです。ぜひご覧ください。 

ネットミュージアム兵庫文学館 

企画展示「淡路人形浄瑠璃」 

ネットミュージアム兵庫文学館 
ホームページアドレス 
http://www.bungaku.pref.hyogo.jp
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心のかけはし 

広報 

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 
心
の
か
け
は
し

心
の
か
け
は
し

心
の
か
け
は
し

堀田　総志　男　伊　織　福　良　2月9日 

中川　美玲　女　淳　二　松　帆　2月10日 

阿部　楽乃　女　浩　央　北阿万　2月11日 

古匠　一樹　男　健　一　潮美台　2月12日 

土井　優茅　女　賢　次　榎　列　2月14日 

草野　萌心　女　達　郎　賀　集　2月15日 

野尻　隼磨　男　剛　史　北阿万　2月15日 

齋藤　三奈　女　英　治　神奈川県　2月15日 

山田　梨央　女　和　宏　　市　　2月17日 

武川　　蓮　男　昌　実　八　木　2月17日 

西村　吉宗　男　直　樹　神奈川県　2月17日 

壽圓　茉歩　女　浩　多　倭　文　2月18日 

前川　寛武　男　敏　之　志　知　2月18日 

小峰　　櫂　男　健　史　阿　万　2月18日 

喜田　　類　男　智　志　福　良　2月19日 

窪田美紗希　女　龍　也　八　木　2月21日 

川原　紗良　女　公　良　賀　集　2月21日 

津川　千央　女　英　樹　八　木　2月22日 

山口　華音　女　慎　二　　市　　2月22日 

新田　もも　女　剛　史　潮美台　2月22日 

宮下晋太朗　男　順　和　伊丹市　2月24日 

前山　諒斗　男　直　史　北阿万　2月25日 

喜住　梨那　女　　茂　　福　良　2月27日 

松原　陽花　女　　学　　広　田　2月27日 

来馬　安成　男　真　一　津　井　2月28日 

原　　廉哉　男　佑　介　広　田　3月2日 

村上　茉優　女　一　夫　神　代　3月2日 

山本　晃士　男　昌　輝　神　代　3月3日 

江本　心音　女　成　樹　阿　万　3月4日 

矢内　優輝　男　博　康　賀　集　3月4日 

岸本　麻煌　男　和　之　神　代　3月5日 

赤穂　元基　男　文　康　潮美台　3月7日 

橋本　壮児　男　卓　也　福　良　3月8日 

石原明日香　女　宏　明　八　木　3月8日 

白川　惺佳　女　勝　也　　市　　3月9日 

白川　煌華　女　勝　也　　市　　3月9日 

鎌田　竜成　男　康　裕　広　田　3月9日 

梶山　快聖　男　正　人　大阪府　3月10日 

松本　結衣　女　英　昭　阿那賀　3月11日 

小畠　稔之（滋賀県） 
清水　俊広（五色町） 
清水　功一（　湊　） 
木田　　貴（北阿万） 
飛田　憲人（潮美台） 
前川　竜大（　市　） 
池本　　円（賀　集） 
井上　貴史（阿　万） 
西　　勇二（阿　万） 
濱田　武士（神戸市） 
齊藤　昌三（阿　万） 
山口　佳宏（広　田） 
大石　佳宏（五色町） 
別所　真人（阿　万） 

2月14日 
2月25日 
2月27日 
3月3日 
3月3日 
3月3日 
3月3日 
3月3日 
3月3日 
3月3日 
3月3日 
3月13日 
3月13日 
3月15日 

横田名美子（滋賀県） 
馬詰　淳子（松　帆） 
畑田ゆかり（神　代） 
入口真千子（　市　） 
干潟　恵美（　市　） 
土井　知温（津名町） 
松浦　輝実（徳島県） 
松下裕美子（松　帆） 
松本　明子（五色町） 
柏木ゆかり（神戸市） 
庄司　有紀（阿　万） 
前田　智加（洲本市） 
細川智佳子（八　木） 
藤井　美吏（阿　万） 

はじめまして
すこやかに
はじめまして
すこやかに

※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。 

赤ちゃん 性別 

保護者 地区 出生日 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日 

出生 

平成１７年３月１９日までの受付分（敬称略） 

いつまでもお幸せにいつまでもお幸せに結婚 

●人　口 

　（男） 

　（女） 

●世帯数 

５４，６７９人（前月比－２９人） 

２６，３９１人（前月比－２０人） 

２８，２８８人（前月比－９人） 

１７，９６４世帯（前月比＋２世帯） 
※平成17年3月1日現在 

ま
ち
の
動
き 

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動

〜「
わ
た
し
の
子
ど
も
」か
ら「
わ
た
し
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
」へ
〜 

青少年育成センター 
☎37－3026

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ 

あ
そ
び
の
中
か
ら 

　
　
　
　
　 

新
た
な
発
見
！ 

▼
い
ず
み
会
の
方
に
ヘ
ル
シ
ー
料
理
を
教
わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
一
緒
に
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
」 

　
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
各
セ

ン
タ
ー
の
行
事
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

子
ど
も
の
安
全
は
ど
こ
へ
い
っ
た
か 

　
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る

犯
罪
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
防
犯
ブ
ザ
ー

を
持
た
せ
た
り
、
校
内
に
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
り
な
ど
、
各
種

防
犯
グ
ッ
ズ
を
備
え
る
こ
と
も
、

行
政
に
安
全
対
策
の
充
実
を
図
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、
地

域
の
大
人
が
普
段
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
ど
う
見
守
っ
て
い
く
か
で
す
。 

　
二
月
一
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で

の
間
に
県
下
（
阪
神
間
を
中
心
に
）

で
、
小
・
中
・
高
校
の
女
児
女
生

徒
が
被
害
に
遭
う
事
件
（
強
制
わ

い
せ
つ
、
露
出
、
盗
撮
、
ち
か
ん
、

つ
き
ま
と
い
、
刃
物
を
ち
ら
つ
か

す
、
つ
れ
こ
み
等
）
が
二
十
三
件

も
発
生
し
て
い
ま
す
（
県
警
本
部

少
年
課
ま
と
め
）
。 

　
こ
の
よ
う
な
事
件
は
決
し
て
よ

そ
事
で
は
な
く
、
身
近
な
所
で
い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
と

ん
ど
が
女
の
子
で
、
奈
良
の
事
件

の
よ
う
に
、
わ
い
せ
つ
目
的
の
傾

向
が
顕
著
で
、
被
害
に
遭
っ
た
時

間
帯
は
下
校
時
に
多
く
、
一
人
き

り
に
な
っ
た
と
き
が
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

大
切
な
の
は
「
地
域
」
の
存
在 

　
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
下
校
時
に

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

な
ど
と
い
う
心
配
を
親
は
し
な
か

っ
た
も
の
で
す
。 

　
地
域
の
大
人
は
、
近
所
の
子
ど

も
た
ち
と
顔
見
知
り
で
、
道
で
出

会
え
ば
「
○
○
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
へ

行
く
の
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
た

も
の
で
し
た
。
子
ど
も
の
方
も
　

「
隣
の
お
っ
ち
ゃ
ん
（
お
ば
ち
ゃ

ん
）
が
、
い
つ
も
声
を
か
け
て
く

れ
る
よ
、･･･

教
え
て
く
れ
た
よ
、･･･

叱
ら
れ
た
よ
」
と
い
う
よ
う
に
地

域
の
大
人
と
顔
見
知
り
で
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
が

住
む
地
域
」
と
い
う
地
域
性
を
失

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人

も
ど
こ
の
子
が
近
所
の
子
な
の
か
、

ど
こ
の
家
の
子
な
の
か
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
に

な
る
友
だ
ち
が
近
所
に
い
な
い
し
、

頼
れ
る
顔
見
知
り
の
大
人
が
い
な

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
い
ざ
と

い
う
時
も
、
駆
け
込
め
る
家
が
な

い
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
大
人

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
肥
や
し
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
不
幸
な
こ
と

な
の
で
す
。 

 

積
極
的
な
交
流
を 

　
親
も
子
ど
も
も
地
域
の
人
た
ち

と
積
極
的
に
交
流
し
、
人
間
関
係

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も

を
守
り
育
て
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
基
本
で
す
。 

　
地
域
の
お
年
寄
り
の
方
が
、
見

守
っ
て
く
れ
た
り
、
ま
た
、
何
か

あ
っ
た
ら
、
ど
こ
の
家
に
で
も
飛

び
込
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
日

ご
ろ
の
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。 

　
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る
に
は
、

と
に
か
く
子
ど
も
を
一
人
ぼ
っ
ち

に
さ
せ
な
い
こ
と
。
管
理
で
は
な

く
温
か
な
目
で
地
域
の
子
ど
も
を

見
守
る
の
が
一
番
の
方
策
だ
と
考

え
ま
す
。 

地
域
の
大
人
、
み
ん
な
で
子
ど
も
を
見
守
ろ
う 

　

 

か
く
に
　 

つ
で
も
　 

っ
と
い
る

　
　
　
　
　
﹁
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
﹂

   

　
南
あ
わ
じ
市
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
も
ち
ゃ
を
ひ
ろ
げ

て
自
由
に
あ
そ
べ
る
「
ふ
れ
あ
い

ひ
ろ
ば
」
を
開
設
し
ま
す
。 

　
あ
そ
び
の
中
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
体
験
し
、
新
た
な
発
見
も

あ
る
は
ず
で
す
。
子
ど
も
も
大
人

も
一
緒
に
な
っ
て
成
長
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
し
つ
け
の
こ
と
、
病

気
の
こ
と
な
ど
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
お
友
だ
ち
づ
く
り
の
場
と

し
て
気
軽
に
あ
そ
び
に
き
ま
せ
ん

か
？ 

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。
子
育
て
相
談

も
し
て
い
ま
す
。 

（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

　
林
　
薫
） 

3月広報8ページの「農業委員会・役員決定」欄で委員数が32人に
なっていました。正しくは64人です。また、12ページの「淡路駅
伝競走大会の南淡町チーム」で北川雅雄さんの名前が稚雄になって
いまいた。訂正し、お詫び申し上げます。 

○訂正とお詫び 

ち

い

き

そうし 

みれい 

よしの 

かずき 

ゆ  う 

もえみ 

はゆま 

み  な 

り  お 

　　れん 

よしむね 

ま  ほ 

ひろむ 

　　かい 

　　るい 

み  さ  き　   

さ  ら 

ちひろ 

かのん 

 

しん た ろう　   

まさと 

り  な 

はるか 

やすなり 

れんや 

まゆう 

こうし 

ここね 

ゆうき 

ま  お 

もとき 

そうじ 

あ  す  か　　 

せいか 

こうか 

りゅうせい 

かいせい 

ゆ  い 



　
今
年
も
町
ぐ
る
み
健
診
を
六
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

今
年
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
の
内
容
と
対
象
者
の
変
更
等
が

あ
り
ま
す
の
で
申
し
込
み
時
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
書
は
郵
送
さ
れ
ま
す 

　
申
込
書
は
四
月
上
旬
に
ご
自
宅

へ
郵
送
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
の
各

健
診
（
検
診
）
項
目
ご
と
に
（
受

け
る
・
受
け
な
い
）
の
ど
ち
ら
か

に
必
ず
○
を
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
記
入
済
み
の

申
込
書
は
、
同

封
の
返
信
用
封

筒
（
切
手
不
要
）

に
入
れ
、
ご
返

送
い
た
だ
く
か
、

最
寄
の
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

　
申
込
書
の
提

出
期
限
は
四
月

八
日
（
金
）
で

す
。
地
区
役
員

の
方
に
よ
る
回

収
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
お
間

違
い
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し

ま
す
。 

  

町
ぐ
る
み
健
診
の
メ
リ
ッ
ト 

①
会
場
は
近
く
で
、
気
軽
に
短
時

　
間
で
受
診
で
き
ま
す
。 

②
受
診
料
は
助
成
が
あ
る
の
で
安

　
く
受
診
で
き
ま
す
。 

③
検
査
項
目
は
人
間
ド
ッ
ク
な
み

　
に
多
く
充
実
し
て
い
ま
す
。 

④
早
急
に
医
療
機
関
受
診
が
必
要

　
な
方
に
は
、
結
果
を
早
く
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。 

⑤
結
果
表
は
毎
年
受
診
す
る
と
五 

　
年
間
の
検
査
結
果
が
一
覧
で
き
、

　
健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す
。 

な
ぜ
健
診
が
大
切
な
の
？ 

①
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
病
気 

　
を
早
期
発
見
で
き
ま
す
。 

②
早
期
治
療
に
よ
り
病
気
が
軽
い 

　
う
ち
に
治
せ
ま
す
。 

③
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
悪 

　
い
生
活
習
慣
を
改
め
る
き
っ
か 

　
け
に
な
り
ま
す
。 

　
健
康
に
自
信
の
あ
る
あ
な
た
も

定
期
的
に
健
診
を
う
け
て
、
半
日

を
自
分
の
た
め
家
族
の
た
め
に
使

い
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

２００５.４.１発行 ２７ 

いきいき健康生活 

■時間外診療病院 ■休日応急診療所 

曜日 診察日 病　　院　　名 （昼）９：００～１６：３０ （夜）１９：００～２２：３０ 曜日 

月 木 

火 
金 

水 

土 

病　　院　　名 

☎ 4 2 - 5 3 3 5  

☎ 4 2 - 5 3 3 5  

☎ 4 2 - 6 1 8 8  

☎ 4 2 - 6 2 0 0  

☎ 5 3 - 1 5 5 3

☎ 4 5 - 0 0 9 9  

☎ 4 2 - 6 2 0 0  

☎ 4 5 - 0 0 9 9

馬 部 樹 也  

橋 田 友 孝  

浦 瀬 　 巌  

前 田 昌 己  

赤　池　賢次郎 

４月３日（日） 

４月１０日（日） 

４月１７日（日） 

４月２４日（日） 

４月２９日（金） 

渡 辺 　 優  

柴 田 亮 平  

高 田 育 明  

穀 内 純 江  

穀 内 勇 夫  

医師 

医師 

医師 

医師 

医師 

医師 

医師 

医師 

医師 

医師 

●平日は午後６時から午後１１時まで 
●土曜日は午後１時から 
　　　　　　　　   午後１１時まで 

（広域消防南淡分署横℡53-1536） 

平 成 病 院  

平 成 病 院  

八 木 病 院  

中 林 病 院  

南 淡 路 病 院  

翠 鳳 第 一 病 院  

中 林 病 院  

翠 鳳 第 一 病 院  

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

緑保健福祉センター ☎44－3009

☎43－5039

☎37－3029

☎50－2122

三原保健センター 

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

4月の健康カレンダー

4 

6 

11 

13 

18 

20 

27

月 

水 

月 

水 

月 

水 

水 

9：00～11：30 

13：30～ 

9：00～11：30 

13：30～ 

9：00～11：30 

13：30～ 

13：30～ 

成 人 健 康 相 談  

い き い き 教 室  

成 人 健 康 相 談  

リ ハ ビ リ 教 室  

糖 尿 病 相 談  

い き い き 教 室  

リ ハ ビ リ 教 室  

緑老人福祉センター 

 

し づ お り 館  

 

4 

6 

7 

13 

14 

27

月 

水 

木 

水 

木 

水 

13：30～15：00 

〃 

10：00～11：00 

13：30～16：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00

健 康 相 談  

〃 

〃 

リ ハ ビ リ 教 室  

健 康 大 学  

足 腰 お 達 者 教 室  

西淡保健センター 

湯 の 川 荘  

万 松 園  

西淡保健センター 

万 松 園  

湯 の 川 荘  

4 

5 

6 

7 

〃 

11 

12 

〃 

13 

18 

21 

〃 

22 

28

月 

火 

水 

木 

〃 

月 

火 

〃 

水 

月 

木 

〃 

金 

木 

9：30～11：00 

10：00～11：00 

9：30～11：00 

〃 

9：30～12：00 

13：30～15：00 

9：30～11：00 

13：30～15：00 

9：30～11：00 

13：30～15：00 

9：30～11：00 

〃 

15：00～16：00 

9：30～11：00

老 人 い き い き 教 室  

住 民 健 康 相 談  

〃 

〃 

ヘルシークッキング教室 

リ ハ ビ リ 教 室  

糖 尿 病 相 談  

ダ ン ベ ル 教 室  

住 民 健 康 相 談  

リ ハ ビ リ 教 室  

沼 島 い き い き 教 室  

愛 育 班 研 修 会  

訪問リハビリテーション 

住 民 健 康 相 談  

南淡福祉保健センター 

灘開発総合センター 

南淡福祉保健センター 

老人憩いの家・ふくら荘

南淡福祉保健センター 
 

 

 

農村環境改善センター 

南淡福祉保健センター 

沼島総合センター 

〃 

阿 万 地 区  

仁 尾 荘  

4 

〃 

〃 

7 

18 

〃 

19 

21

月 

〃 

〃 

木 

月 

〃 

火 

木 

9：00～11：00 

13：30 

〃 

14：15 

9：00～11：00 

10：00 

〃 

14：15

健 康 相 談  

転 ば ぬ 教 室  

リ ハ ビ リ 教 室  

体 ほ ぐ し 体 操 教 室  

健 康 相 談  

お 達 者 教 室  

食 生 活 改 善 教 室  

体 ほ ぐ し 体 操 教 室  

西淡保健センター 

日 曜日 受 付 時 間  場 所  

15 

〃 

22 

〃 

28
 

 

金 

〃 

〃 

〃 

木 

10：00～11：30 

13：30～16：00 

10：00～11：00 

12：00～16：00 

10：30～12：00 

13：00～15：30

ジ ャ ス コ 南 淡 路 店  

南 淡 路 病 院  

J A 伊 加 利 支 所  

西 淡 保 健 セ ン タ ー 

南淡福祉保健センター 

町
ぐ
る
み
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

三原保健センター 

緑保健福祉センター 

緑保健福祉センター 

２６ 

い
き
い
き
健
康
生
活
●緑保健福祉センター 

☎44-3009 

●西淡保健センター 

☎37-3029 

●三原保健センター 

☎43-5039 

●南淡福祉保健センター 

☎50-2122

広報 

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

14 

28 

6 

7 

11 

25 

8 

12 

13 

15 

19 

20 

22 

26 

27

木 

〃 

水 

木 

月 

〃 

金 

火 

水 

金 

火 

水 

金 

火 

水 

金 

火 

1

5

13：30～14：00 

9：30～ 

13：30～14：30 

〃 

〃 

〃 

13：30～13：45 

〃 

〃 

13：30～13：45 

〃 

〃 

13：30～13：45 

〃 

〃 

13：15～13：30

13：15～13：30

三 原 保 健 セ ン タ ー  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

西 淡 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

〃 

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

三 原 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

西 淡 保 健 セ ン タ ー  

三 原 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

三 原 保 健 セ ン タ ー  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

 

2歳児歯科健診 
（平成15年1月生） 

育児相談 
（平成16年2月生） 
（平成16年9月生） 

1歳6か月児健康診査 
（平成15年9・10月生） 

10か月児健康診査 
（平成16年6月生） 

4か月児健康診査 
（平成16年12月生） 

フッ素塗布 
（平成14年1月・7月生） 

母親学級（妊娠24週まで） 

コアラ教室 

※健康カレンダーは南あわじ市 
　ホームページからもご覧いただけます。 
　詳細はお問い合わせください。 

▽期間　５月19日（木）～平成18年２月23日（木） 

　　　　合計11回　 

▽講座日時　毎月第３週の木曜日 

　午後１時30分～午後４時50分 

▽場所　榎列公民館（おのころ島神社となり） 

▽内容　健康、医療、並びに公衆衛生全般について南

　あわじ市内の医師らが講義を行います（一部実習あり） 

　※講座の内容や日時は変更する場合があります 

▽募集人員　７０人 

▽受講資格　南あわじ市在住の18歳以上の方で、開講

　式以降各講座を受講できる方 

▽申込み方法　申込書（後日、新聞折込）に受講料　

　1,000円を添えて、最寄の保健センターへお申し込み

　ください（募集期間は４月18日～28日） 

▽問い合わせ　健康課☎44－3004

南あわじ市健康づくりセミナー

第27回南あわじ市健康大学講座 

◎追加される医療機関 
　すずき内科クリニック（市福
永416-1）・平山こども医院（榎
列上幡多1428-1）・海の里ク
リニック（福良甲1528-6） 
◎接種できなくなる医療機関 
　越久医院・三崎医院（洲本市） 
※問い合わせ：健康課 
　☎44-3004

4月から乳幼児の予防接種医療 
機関に一部変更があります 

募集 

農村環境改善センター 
（北阿万地区公民館） 

（　）は対象者です 4月の母子健康カレンダー 

献血のお知らせ 



  

　
「
ボ
タ
ン
寺
」
で
知
ら
れ
る
松

帆
西
路
の
国
清
禅
寺
で
、
四
月
中

旬
か
ら
四
月
下
旬
に
か
け
て
、
赤

や
白
、
ピ
ン
ク
の
ボ
タ
ン
が
咲
き

誇
り
ま
す
。 

　
同
寺
の
ボ
タ
ン
は
、
約
二
十
年

前
、
前
住
職
で
南
画
家
の
直
原
玉

青
さ
ん
が
植
え
た
の
が
始
ま
り
。

今
で
は
毎
年
約
六
十
種
、
四
百
株

の
大
輪
の
花
が
咲
き
、
開
花
時
期

に
あ
わ
せ
て
「
ぼ
た
ん
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
観
光

課
（
☎
37
・
３
０
１
２
）
ま
で
。 

　
二
月
二
十
七
日
、
の
じ
ぎ
く

兵
庫
国
体
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は

ば
タ
ン
」
が
第
二
十
四
回
淡
路

島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
は
ば
タ
ン
は
、
県
民
の
公
募

に
よ
り
阪
神
大
震
災
か
ら
力
強

く
復
興
し
た
兵
庫
県
の
姿
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
感
謝
と
感
動
の
思

い
を
国
体
の
開
催
に
よ
っ
て
全

国
へ
伝
え
た
い
と
の
思
い
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
不
死

鳥
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
名
前
に
は
未
来
へ
「
は

ば
た
く
」
意
味
も
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

三
歳
〜
八
十
五
歳
と
幅
広
い
年

齢
層
の
ラ
ン
ナ
ー
千
九
百
名
が

参
加
し
、
最
長
の
ハ
ー
フ
コ
ー

ス
で
は
鳴
門
の
う
ず
し
お
を
眺

望
し
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。 

　
地
元
自
治
会
や
婦
人
会
、
消

防
団
、
商
工
会
、
交
通
安
全
協

会
等
の
協
力
の
中
、
無
事
に
大

会
が
進
行
し
、
は
ば
タ
ン
も
そ

の
愛
ら
し
い
姿
で
元
気
い
っ
ぱ

い
応
援
し
ま
し
た
。 

【作り方】 

①高野豆腐は水で戻し、軽く水気を絞る。

　１枚を６～８つに切る。 

②絹さやはすじを取り、半分に切る。 

③にんじんは５㎜厚さのいちょうに切る。 

④あさりは殻をこすり合わせて洗い、

　ゆでる。殻から身をはずし、ゆで汁は

　だし汁と合わせておく。 

⑤鍋にだし汁、あさりのゆで汁、調味料

　を入れて火にかけ、高野豆腐、にんじ

　んを加える。再び煮立てば落とし蓋

　をして弱火にし、含め煮にする。 

⑥絹さや、あさりのむき身を加え、卵を

　解きほぐして加え、軽く混ぜ合わせ、

　卵が半熟になれば火を止める。 

（エネルギー　１２８kcal、塩分１.１ｇ ） 

【材料】 

高野豆腐　　　２枚 

絹さや　　　　40ｇ 

にんじん　　　50ｇ 

あさり　　　 150ｇ 

卵　　　　　　２個 

だし汁＋あさりゆで汁 

　　　　　　２カップ 

　酒　　　大さじ３ 

　みりん　大さじ１ 

　砂糖　　大さじ１ 

　塩　　小さじ１／４ 

　薄口醤油　小さじ１ 

高野豆腐の卵とじ（4人分） 

季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 

（ヘルシークッキング、男の料理教室より） 

まちを彩る花
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▼
は
ば
タ
ン
と
一
緒
に
ハ
イ
チ
ー
ズ 

▼
絶
景
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
ラ
ン
ナ
ー
が 

　
さ
わ
や
か
に
駆
け
抜
け
ま
し
た 

▼
準
備
体
操
も
一
緒
に 

　
い
っ
ち
に
ー
さ
ん 

ボ
タ
ン︵
牡
丹
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